
昭和26年9月4日第三種郵便物認可平成11年12月10日発行（毎月1回10日発行）通巻693号

本誌は再生紙を

使用しています 業

1

1
1

<諭塘〉 'ら表装ﾝ､,漣蛎美7999J

今園(第‘7回)から応募締切日｜‐

<樹種特集〉グチョウ
日林協の《森林・林業写真コンクール》は今回(第47回)から応募締切日
が2月末(2000年)に早まりました〃

激日本林業技術協会

ISSNO388-8606

2
Ⅳo､693



usi-likata

■面積､線長/辺長､半径

■座標読取り

■角度

■図心

■円弧中心

■三斜面積

■座標点マーク

■回転体く体積､表面積､重心〉

■等高線法による体積

■放射距離

発展するウシカタ⑳エクスプラン

x-PLANFｼﾘー ｽ゙
多様な測図アイテム

C+､CⅡ+の機能を引きついでさらに充実

従来のエクスプランC+､CⅡ+と全く同じ操作で使えます｡条件設定

がコンピュータのマウスのような手軽な操作でもできるようになってい

ます｡その他の特殊な測定機能も加わりました。

器

新しい特殊測定
|上下測定範囲｜
…
(A1判適応）

回転体く体積､表面積､重心〉
遮線を軸として回転させて出来る立体の断面図から体柵
表面欄･重心が正確に同時に求められる。

＃

開需
(B2判適応）

I

函
鵬 ’ 中空の回転体も測れる。

定幅が拡大。Ⅲ

放射距離
任念の1点からの距離
を連続して計測できる。

等高線法による体積
等高線図から地形の体
稿を求められる。隔需

(BS判適応）

需需
(Ag判適応）

CⅡ+と同じで全艇が短い。

１
１
０

0

x-PLANgnnF作業スペースをとらな’ ､ミニサイズ。
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<表紙写真〉古木の化粧第46回森林・林業写真コンクール三席

丸川喜世子（愛媛県・砥部町在住）撮影。於、愛媛県上浮穴郡柳谷村。

柳谷村と美川村の境にある大川嶺(1.520m)に柳谷村側から登った。いつもは霧が立ちこめてい

ることが多いがこの日は快晴で，雪化粧した木々が美しい姿を見せてくれた。マミヤ7，マミヤ

65ミリF4L、F11．オート
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森林作業の

現在から未来へ’
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さ かいひでお

酒井秀夫
東京大学大学院農学生命科学
研究科助教授
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砿

1℃'1
1952年茨城県生まれ。東京大学農学部卒
業。本州製紙（株）勤務，東京大学助手，宇

都宮大学助教授を経て現職。森林利用学会常
務理事。共著r林業機械学』（文永堂出版)，
『林業工学』（地球社)。農学博士。
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●はじめに

わが国にいわゆる高性能林業機械が導入されてから10年が経過しました｡この

間，高性能林業機械の生産性および諸費用については，林野庁および全国素材生

産業協同組合連合会によって資料の蓄積がなされています(林野庁、1998)。この

資料の分析を通じて，多少の夢も交えながら森林作業,特に木材伐'''生産業の未

来の展望について述べてみたいと思います。

●高性能林業機械の生産費
資料が対象とした調査地と作業システムの概要は表①のとおりです。資料は導

入当初からのもので，どれひとつとして同じ作業システムはなく，実にさまざま

な機械を組み合わせて作業されていることがわかります。

各現場における伐木造材から集材までの諸費用の合計，すなわち生産鷲y(円／

m3)は図①のようになり，生産性x(m3/日）に対して次の1本の式にi可帰するこ

とができます（酒井,1998b)｡

｣'=78776/x+3168(1)

j'が生産性の関数ということもありますが,すべての現場を通じて,生産性に対

するコストは作業システムによって蕊異が生じていないという非常に興味深い結

②一林業技術No.6931999.12
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表①調査地と作業システムの概要

場所作業年度作業種作業システム

札幌恵庭

jgl11幾寅

旭川剣淵

北見網走

北見網走

北見置戸

前橋矢板

前橋大田原

佐賀武雄

熊本人吉

平成2～6年度

〃2～5,7年度

〃2年度

〃2年度

〃4年度

〃35年度

〃2年度

〃3年度

〃7年度

〃6年度

ハーベスタ＋フォワーダ

フェラーバンチヤ＋チェーンソー＋スキッダ＋プロセツサ

フェラーパンチヤ＋チェーンソー＋グラップルソー

ハーベスダ＋チェーンソー＋トラクタ＋グラップルクレーン

ハーベスタ＋チエーンソー＋トラクタ＋フオワーダ

ハーベスタ＋フォワーダ＋グラップルクレーン

チェーンソー＋トラクタ＋プロセッサ

チェーンソー＋トラクタ＋プロセッサ＋グラツプルクレーン

チェーンソー＋タワーヤーダ＋プロセッサ

チェーンソー＋集材機十プロセッサ＋グラツプルクレーン

(I1I/m3)

間伐

択伐

皆伐

間伐

間伐

間伐

間伐

皆伐

皆伐

皆伐

果となっています。全国の各現

場でチェーンソーや集材機など

の従来型の機械も含めて作業条

件に応じてこれを使いこなし，

最適の作業システムを選択，橘

成しているという伐出技術のレ

ベルの高さに驚かされるととも

に，それだけ限界のところでコ

ストダウンを図っていることが

うかがえます。

高性能林業機械の導入期間が

短いにもかかわらず，かくも実
ひつ

用化が早かったのは，状況が通
ばく

迫していたこともさることなが

ら，早い時期から高性能林業機

械の導入を導いてきた研究部門

の先見性と，行政機関の普及指

導，機械メーカーの|淵発努力等

が裏にあることを見逃すことは

できません（写真①)。

さて，図①からいろいろなこ

とが読み取れます。まず,生産費

を下げるうえで生産性を上げる

ことがいかに重要であるかが確

認されます。生産性が約40m3/

日以下と低い場合には，生産性

のわずかな違いによって生産蜜

が大きく変動することになりま

す。例えば生産性が28m3/口か

ら9m3/日に下がると，生産賀
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生産性(m3/日）

図①生産性(m$/日）と生産費（円/m3)の関係

▲写真①国産タワーヤーダとプロセッサ（枝払い･玉切り機械）の組
み合わせ作業（注）：現在よく見られるこのような作業シス

テムも、わずか10年前には存在していなかった。

林業技術No.6931999.12-③



軍識#烈鱗塾鍵鍵鍵鍵鍵灘：

論嬉
●

は6,000P1/m3から12,000円/msに倍増します。実は,(1)式の生産性北が分母

となっている第1項は，人件費と機械の減価悩却費から成っています。生産性が

低い場合には，人件費と減価償却費の影響が非常に大きく働くことになります。

しかし，生産性が50m3/日以_l二になると，生産性によって生産費はそれほど変わ

らなくなり，節1項よりも第2項の定数項の影群が大きくなってきます。この定

数項は機械の維持符理蜜と消耗品費です。したがって，生産性が高い現場では維

持管理費と消耗品礎のコスト管理が重要になってきます。

では，今後，このような高いレベルの生産性を実現するためには，どうしたら

よいかということになります。

図①の資料に対して立木nl3回りとの関係を調べてみると，幾寅,剣淵の現場は

140～150年生の天然林の択伐林で,90m3/日以_上の高い生産性を実現している幾

寅では,平均立木1113同りが0.42～059m3/水となっています｡そのほかはすべて

第二次大戦後に柚栽された針葉樹人工林で，生産性が地形や伐採率などの作業条

件にも影響されるため5～321113/日と大きくばらついていますが,立木m3mlりは

ほとんどが0.4m3/本以|<です。ハーベスタ(伐木造材機械)作業を行っている恵

庭の資料を詳しく見ると，立木1本当たりの処理時間が材の大きさによらず一定

であるため，処理可能な最大径のときが最も有利となり，図②に示すように単木

材積の影響が顕著になります(酒井ら，1995)。なお，図②の実線はハーベスタの
こた

理論功程式で，オペレータの技量が理論値によく応えていることにも驚かされま

す。0.02m3の間伐材の足場丸太を100本搬出しても2m3にしかなりませんが，

0．5m3の材を4本搬出しただけで2m3になります。

なお,1人1H当たりの生産量について見てみると，恵庭，北見，幾寅などで

は，いずれも6.7～17.2m3/人円で,大きな差異はありません｡恵庭では2～3人

の少人数で，幾寅では8～9人の人数で，それぞれ高い生産性(m3/日）を上げて

います。材が大きい幾寅では機械装備を大型化し，チーム人数を増やすことで，

1日当たり生産並を増やしていると見ることもできます。

いずれにしても適切な作業システ(m3/11)

ムを選択することによって，機械の

大小や種類によらず(1)式のカーブ

が変わらないものとすると，生産費

を下げるには森林の成熟化を待つし

かないことになります。森林が大径

木化するだけで自然に生産費はドが

ることになります。今までの機械化

の努力は，（1）式を存在化させ，多

様な作業条件に対して各現場の成果

が(1)式から離れないための努力と

50

０
０
０

４
３
２

生
産
性
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●一
’93

一●

三30'9210

1 1］’

(）
0.20．30.4．．、．'〆~、"．．/『副職..，．"ー．．~~‐."‐~"″・〆.‘、~‐

いえるかもしれません。図①のx＝
立木m3回り(m3/本）

20m3/IZI付近の集団が，森林資源の
ハーベスタの生産性（カラマツ）
（注：図中の数字は実行ｲ1控）成熟化とともに，今まさに生産閲

0．1

’ 図、
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5,000円/m3以下の曲線平坦部

に向かって駆け下りているとこ

ろであると見ることはできない

でしょうか。生産費がこのよう

なレベルで安定化すれば，おの

ずと国際競争力も生じてきます。

また，生産性に対する生産費の

変動も少なくなるので,環境に配

慮した作業を行う余裕も生じて

きます。

り
ｆ
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収束点

沼
市
板
田

鹿
今
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5

●職周智蒲と森林付業
0

しかし，森林の成熟化を座し

て待つだけでなく，路網などの

墓無整備を今から進めておくこ

●

ー

－河

▲●

とが必要です。0．91.01.11.21．31.41.5

栃木全県下を事例として林道 β指標

網の発達状況を調べたものがあ
図③α指数とβ指標から見た林道網の発達度（注61点が1流域）

ります（図③)(Sakaiand

Naya,1992)｡路網が発達すると循環路綱が形成されるようになりますが,路網の

発達度を示す指標としてα指数とβ指標があります｡両指数の詳しい説明は上掲

書に譲るとして,α＝0またはβ＝’のとき循環路網が形成されはじめ,林道網で

はα＝25％,β＝1.5に収束することが証明されています｡αまたはβのいずれか

一方でも路網の発達度を知る目安になりますが，図③において，地形が急峻な鹿

沼や，奥地に天然林を抱えた今市地域でようやく循環路網が形成されはじめ，地

形が平坦で里に近い矢板，大田原において点がこの直線を駆け上り始めていると

ころです｡α＝0，β＝1のスタート地点に立つには,林道密度にして12m/haに

相当し,α＝25％,β＝1．5になるには少なくとも23m/ha以上必要と予測されて

います｡すべての地域で林道網がこの点に収束する必要はありませんが,23m/ha

の林道密度だけでは最大集材距離が約300mであり，高能率で労働負担が少なく，

きめ細かい低コストの作業を実現するためには，さらに作業道を中心とした補完

路網が必要となります。その際，環境に配慮した作設を行うことはいうまでもあ

りません（酒井,1998a)。

生産性向上の必要性から機械の大型化が指向され，小規模林業の大規模化が模

索されていますが，多くの民有林は資源的にはいまだ間伐が主体であり，森林所

有も零細です。したがって林道や作業道の自力開設が経済的に困難で，路網の未

整備が機械化の制約にもなっています。路網がわが国の木材生産を支えきれてい

ないともいえます。また，機械の稼働率も上がらないことから機械職入限度額も

低く，小型機械すら導入できないという悪循環に陥っています。これに対しては

今後，機械のレンタルやリースの積極的導入が必要になるかと思いますが，民有

林業技術No.6931999.12-⑤
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林ではたかだか20年くらい前までは木馬や畜力に頼っているところも少なくあ

りませんでした。兇ﾉjを変えれば，民有林の本当の林業機械化はこれからともい

えます。

作業道網が盤備され，少人数作業でも条件を選んで大径木を相手に高い生産性

を'二げることができれば，十分事業として成り立ち，機械や道路に対する投資も

楽になるはずです。路綱が地域的に整備されれば，事業量の取りまとめや高度な

機械化作業もnl能となります。

●森林資源と森林環境
それでもわが国の水材需要に対して，当面は海外に依存しなければなりません。

発展途上国の生活向上に伴い，紙や用材をはじめとして森林資源の調達育成は

ますます深刻化していくことが予想されます。森林環境の保全は，裏を返せば森

林資源問題の解決でもあります｡わが国にかぎっても，1人当たり森林面積は0.2

ha/人しかなく，森林の総合利用を考えると，決して十分ではありません。これか

らは，長年厳しい条件ドで培ってきたわが国林業技術の技術移転が期待されます。

例えば，世界的に見ても｢1本は伝統的に架線技術が進んでいますが，タワーヤー

ダなどによる簡易な架線集材で非皆伐作業を上手に行うことにより，熱帯地方に

おいても林内の土壊や~ド肘植生に対する影響を最小限に抑えることが可能です。

●おわりに

市場経済の枠組みの中では，口水林業は今しばらく耐えなければなりませんが，

今までの投資に対して，果実の収櫻はまさにこれからというのでなければ夢も希

望もないでしょう。森林の多機能の発揮が求められてはいますが，そのためには

林業の担い手がいて，林業と両立しながら森林が健全に撫育，管理されているこ

とが前提となります。節二次大戦後に出現した国土の1/4を種う人工造林地の保

全と資源としての有効利川は，今を生きるわれわれの責務でもあります。拙稿が，

より具体的方策を創出するきっかけになれば幸いです。

〔完〕
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樹種特集イチョウ

晩秋から初冬にかけて黄金色のイチョウの葉が

乱舞するのは印象的で，かの炎の画家ゴッホもこ
の景観を見たならばさぞかし創造意欲をかきたて

られたかと思われます。日本人にはあまりにも身
近な樹木となっているイチョウ。偉容，異形，霊

力を秘めた樹体，太古の地球生物の代表者，街路
樹の王様，文化交流…いろいろな姿をもつイチョ

ウの世界をお楽しみください。

東京大学・小石川植物園にあ

るく精子発見のイチョウの木＞

(邑田仁氏搬影）

写真0

鋳樹種特集一イチョウ●

魚イチョウの分類と特徴 、
》

かわはらたかゆき

河原孝行
森林総合研究所北海道支所遺伝研究室長

勢分類と名前崎

イチョウはイチョウ綱イチョウ|ゴイチョウ科イ

チョウ属にただ1種現存している裸子植物である。

まるで落語にでも出てきそうな言い回しであるが，

要は形態や生理などさまざまな植物学的特徴が他

の植物とたいそう違うということである。

イチョウは銀杏・鴨脚樹・公孫樹などと謀かれ

る。中国でも一般に銀杏と書かれるほか，白果・

公孫樹・鴨脚子・鴨掌樹ともいう。銀杏，白果と

もその種子の色から名前が由来している。また，
か

鴨脚樹・鴨掌樹は葉の形が||嶋の水掻きの付いた脳ll

に似ているからである｡イチョウの名前は銀杏(ぎ

んきょう）がなまったとも，鴨脚の唐音ヤーチョ

ウが変じたとも言われる。韓国語でも｢銀杏の木」

の意である。

イチョウは1711t紀にはn本からヨーロッパに

持ち込まれている。学名のGi"Agrﾉ〃"6"L.ギ

ンクゴ・ビローバは現在の命名法を作ったリンネ

により1771年に名付けられた｡憾名のG〃んgOは

銀杏(ぎんきょう)の読みGinky(》のyとgを綴り

まちがえたといわれる。また，極小名の6池6〃は

｢2つに分かれた葉裂片を持つ」という意味であ

る。欧米でもギンクゴで通じるほかに，キューツ

リーKewtree,テンプルツリーTempletreeな

どの名前もある。

綴起源と分布蕊

イチョウの.ll那な呼|;地は不明だが，中国東部

の湘江省天LIIII周辺に野生状態のものがあるとい
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写真②イチョウの雄花 (邑田仁氏搬影）

(写真①)。このイチョウは低い枝にもよく種子を

付けるので実験材料として適していたのだろうと

言われている。ちなみに同植物園には池野が精子

発見をした鹿児島のソテツが分株されて，日本の

植物学における生きた金字塔としてこの2種の系

統保存がなされている。

鱗特徴的な生殖の仕組み鰯

イチョウの花は5月の上旬に咲く。花弁や雲が

ないので，正しくは生殖器官と呼ぶべきであろう

が，ここではわかりやすいように花と呼んでおく。

花は短枝と呼ばれる詰まった葉が輪生状をなす短

い枝に付く。雄株には雄花が房状に付き（写真

②)，花粉は風によって雌株の雌花に運ばれる。雌

花には2-3cmほどの柄の先に,普通胚珠が2つ

並んで付く。胚珠は先のとがった中華まんじゅう

のような形をしている。胚珠の先端には珠孔液が

水玉となって付いており，ここに花粉が捕えられ

る仕組みになっている。花粉は花粉室に引き込ま

れ,養分を吸収しながら4－5カ月を過ごす｡花粉

はこの間でゆっくり成熟し，花粉管細胞が枝分か

れしながら伸長して珠心の組織にくい込んでいく。

この間，花粉管細胞中に2個の精子が作られる。

精子は8月下旬から9月上旬にかけて花粉管から

放出される。精子は一般にイメージされるような

長い鞭毛をもつオタマジャクシのような形のもの

と違い，シダの精子と同じように半球に繊毛がら

う。日本に伝来した時期も定かでないが，寺院に

しばしば植栽されていることから仏教の伝来とは

かかわりが深いだろう。日本・中国・朝鮮とも広

く栽培されている。

勢イチョウの精子発見燭

イチョウの糒子は今から100年ほど前51896年

に東京帝圃大学植物l刺の助手であった平瀬作而郎

により発見された。それまで陸上植物では，進化

段階の~|ぐ等なコケ・シダは造糀器から粘了を作る

一方，より進化している被子植物では鞘子を作ら

ずに花粉管を伸ばして精核（精；|||胞）を直接胚に

入れて受精する交配様式が知られ，その中間段階

を探る研究が世界で嘘んになされていた。しかし，

だれも見つけられずにいたI1｣で，平瀬は現在の東

京大学大学院理学系研究科附属植物I刺（通称，小

石川植物園）に植栽されたイチョウの雌株から糖

子の観察に成功し，世紀の大発見となった。逸話

としてその2年後に，ソテツから精子を発見し，

平瀬のアドバイザーでもあった農科大学助教授の

池野成一郎が帝国学士院恩賜賞を受けるにあたり，

｢平瀬が受賞できなければ自分も受けない｣といっ

た話が残っている。二人はそろって恩賜没を受賞

した。

平瀬が精子を発見したイチョウには「精子発見

のイチョウ｣として60周年記念のときに記念碑が

建てられ，今でも植物園で大切に保存されている
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せん状に配された形をしている。これが卵細胞ま

で泳ぎ着いて受精が行われるのである。平瀬が雌

株で精子を発見できたのは，このような受精の仕

組みがあったからなのである。

識イチョウの種子蝋

ギンナン拾いをしたことのある方はよくご存じ

と思うが，ギンナンには外側に強烈なにおいを放

つぶよぶよした肉質のものが付いている。これを

果実と同じように思っている人がいるが，この肉

質の部分は，種皮の一部，すなわち種の皮のいち

ばん外側部分にあたる。リンゴやカキの果実は母

親に由来した子房が膨らんでできるので，ギンナ

ンの外側部分と由来が異なっている。さらに，ギ

ンナンの固い殻やその内側の薄皮もまた種皮であ

り，イチョウの種子はこのように3層の種皮から

なっていることがわかる。

ギンナンをよく見ると，2稜形のものと3稜形

のものが入り混じっていることに気付く。これは

雄・雌の違いを表すという人もいるが，これは俗

説にすぎず，根拠はない。

イチョウを2つに割ってみると中央から縦軸に

沿って胚があり，若い芽が作られている。一方，

食用にされる大部分は胚乳であり，これはイチョ

ウが芽生えるときに，胚に栄養を供給するのに役

立っている。

識不思議な形の葉を持つイチョウ･篭

イチョウには葉の縁に種子を付けるものがあり，

オハツキイチョウと呼ばれている。胚珠は1つか

ら数個付く。オハツキイチョウには山梨県身延町

上沢寺のものや福井県高浜町水守神社など天然記

念物に指定されているものが多い。身延町には雄

花を葉先に付ける個体も知られている。オハツキ

イチョウの例は，イチョウの葉が，後述する化石

植物のトリコピティスに見られるような細い葉裂

片が癒合して生じた証拠としてだけでなく，通常

は枝先に分枝して生じている雄花・雌花の生殖器

官と葉とが同じ起源であることを示している。

葉の両縁が合着して円錐状になるものも見かけ

ることがある。これはお猪口のような形をした葉

を持つことから，オチョコバイチョウと呼ばれて

いる。

蕊イチョウの乳趨

成長が早く大木となるイチョウは乳と呼ばれる

突起を幹より垂れ下げており，異形をなしている。

このような木はあたかも霊力を宿しているようで

あり，しばしば母乳の出をよくするための信仰の

対象となっている。寺社によく植えられることも

これを演出しているのだろう。

乳の形態学的な由来についてはまだ未解明な点

が多い。ガジュマルなどと同様，気根と解釈され

ることがある。また別の解釈では，地面まで伸び

た乳の側面から時に萌芽が見られることがあり，

イチョウの実生の子葉の付け根にもよく似た構造

が発見されることから，栄養繁殖と関連した器官

ではないかとの推測もされている。

験イチョウの祖先篭

イチョウ綱植物の最も古い化石は古生代末のペ

ルム紀前期,約2億7－8千万年前の地層から見つ

かっている。その1つのトリコピテイス（トリコ

ピティス科）は，葉が数回にわたって二叉分岐を

繰り返した構造になっており，葉身幅は大変狭い。

ちょうど，イチョウの葉を葉脈に沿って細かく裂

いた状態を思い浮かべてもらえばよい。この葉腋

(葉の付け根)には，イチョウとよく似た生殖器官

が多数付いている。同じころの時代から産出され

るスフェノバイエラは，葉のみが知られる化石植

物であるが，トリコピテイスの葉をもう少し平た

くし，隣り合う裂片を合着させた形をしている。

スフェノバイエラの生殖器官部分にあたると推定

されているカルケニア（化石ではしばしば植物体

の一部しか出土してこないので，器官別に違う名

前が付いていることがよくある）も，イチョウの

雌性生殖器官と類似しており，多数の胚珠を持っ

ている。

イチョウ綱植物は中生代の白亜紀からジュラ紀

にかけて北半球・南半球とも発展し，分布を広げ

ていた。前述のカルケニア科に加え，現生のイチ

ョウの祖先となっているイチョウ科，へら状の葉

を持つプセウドトレリア科（ウマルトレピス科）

の植物が出現する。他にもシユメイスネリア科，
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：イチョウの系統関係

形態に雄づいて拙定される古典系統樹

I)NA塩基配列に基づく分子系統樹

(Ilasebe.1997を改が）

被子植物

グネツム類

針葉樹

イチョウ

ソテツ

シダ

ソテツ

イチョウ

針葉樹

グネツム類

ba

Hasebe.M.(1997):(iinkgoBiloba-A

G1obalTreasure

(eds.)Hori､T.etal.Spl･ingel-Vel･lag,

Tokvo. 被子植物

シダ

図②：高等植物における精子から精細胞（精

核）への受精方法の進化位置に関する

仮説

aは一度櫛j盆仙物全体のiu先で糀了→桁l11胞

(｜）の進化が起こった俊，ソテツ・イチョウ
の共通＃11先で鞘細胞→鞘子の逆転(X)が起こ

ったことを示す。bは，被子植物，グネツム

類，針葉樹類で淵j亀→輔細胞（||）への進化が

平行的に生じたことを示す。

b ソテツ

'イチョウ

針葉樹

a ゾテツ

イチョウ

針葉樹

グネツム類

被子植物

シダ

ソ

グネツム類士
‐

u 被子植物

シダ

陵系統的な位置電

進化段階としてイチョウは，ソテツとともに，

シダ類と被子植物の中間的な特徴を示すことを，

前に述べた。それでは，植物系統的な位置づけと

して，イチョウはどのような植物と近縁なのであ

ろう。

少し前までの系統解析は形態に基づいて，それ

を比較することによって行われてきた。形態形質

に基づいて推定される古典的な系統関係を図①a

に示した。しかし，形態形質は高次分類群ではし

ばしば形質の相同性(同じことを比較しているか）

と形質状態の逆転（先祖返り）などの問題点から

必ずしも一般的な合意が得られてこなかった。こ

の15年ほどの間で,遺伝子の設計図であるDNA

を比較することで，系統解析は飛躍的に進歩し，

精度も高まった。DNAの比較というのは特定の

遺伝子（例えば葉緑体DNAにその設計図が記載

されているリブロース2リン酸カルボキシラーゼ

という酵素の大サブユニッ1､の遺伝子γ6cL)の

塩基配列を比較することである。塩基配列はたっ

た4つの塩基と呼ばれる化学物質(A,T,G,

Cの記号で表わされる）が並んでできているので，

比較が簡単である。γ6cLと核にある遺伝子18

SrRNAに基いて系統関係を表したのが図①bで

ある。この結果は，シダ類から被子植物と裸子植

物（種子植物）が分かれた後，被子植物と裸子植

イマイア科が提案されており，この時代に多様性

に富んだ繁栄期を迎えた。化石からの証拠ではイ

チョウ綱植物の一般的な進化傾向として生殖器官

の減数と，葉における葉身と葉柄の区別が顕著に

なる方向に進化してきたと考えられている。

ジュラ紀末から新生代の第三紀にかけて寒冷化

が始まり，被子植物が多様化し優勢になるととも

にイチョウ綱植物は衰退していく。現生のイチョ

ウにつながっていくイチョウ臆はジュラ紀の初期

から出現してくる。第三紀の初めにカルケニア科，

プセウドトレリア科の植物は絶滅し，このイチョ

ウ科のみが残った。しかし，イチョウ科の植物も

また，北米では中新世（約1,300万年前）に，ヨ

ーロッパでは鮮新世末期（約200万年前）に絶滅

している。

一方，日本列品を含む東アジアでは，古第三紀

に発展を遂げる。その後イチョウ属植物は衰退し

ていっている。第三紀末の鮮新世から勢力を回復

し，化石が多く出る時期があるが，第四紀の更新

世中期までには各地で絶滅を遂げている。植村

(1996）は氷期｡|淵氷期が顕著になる100万年前ま

では|｣本や1'1|封でも生き残っていたのではないか

と推測している。イチョウの衰退の原因としては

寒冷化だけでなく，乾燥が大きく関連したと考え

られている。
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物がそれぞれ単系統(同じ祖先から派生した系統）

になって分岐している。裸子植物の中では，グネ

ツム類，針葉樹類の順で分岐していっている。イ

チョウはソテツ類と最も近縁であり，次に針葉樹

と近縁関係にある。この系統樹からは，精子段階

を持つのが祖先的，精子段階を経ないで直接精核

による受精を行うことが派生的，と単純にいえな

いことがわかる。すなわち，精子段階を経ない進

化が被子植物．グネツム類・針葉樹類で平行して

独立に起こった(図②b),または，精子段階を経

ない段階から，経る段階への逆転が生じた（図②

a),と2つの仮説を考えなくてはならない。

以上のように，イチョウは生きる化石として原

始的な特徴を備えているものの，必ずしもその系

統的な由来は他の分類群と比べて古くないことが

わかる。

陰イチョウと薬趨

イチョウの薬効は古くから知られ，中国では白

果という漢方薬として鎮咳・去淡に用いられてき

た｡近代では葉からの抽出成分が1965年より生薬

製剤としてヨーロッパを中心に利用されている。

特に，血行促進・アルツハイマー症防止に効果の

ある薬として知られている。ケルセチン，ケンフ

ェノールといったフラボノイド，イチョウに特有

なギンゴライドと呼ばれるテルペノイドが葉の抽

出成分に含まれており，それらが効果をもたらし

ていると考えられている。製薬会社では各物質の

単離と効能の同定にたいへん力を入れている。こ

のイチョウからの生薬製剤はヨーロッパではたい

へん人気があり，売り上げも1，2位を誇り，中

国や韓国で大規模な栽培が行われている。’二1本で

はまだ医薬品として認められておらず，健康食品

として販売されている。

生きる化石として，絶滅寸前のところから，人

間による栽培を通じて，現代まで生き残ったイチ

ョウが，現代の技術で薬品としてその価値を再評

価されたことは，とても意味深い。今後も，現在

役立たないからといって安易に動植物を消滅させ

ることのないよう，潜在遺伝資源として地球上の

あらゆる生物の保全に心を配っていく必要がある

ことを，この事実は物語っている。

溌その他の利用麹

イチョウはその種子をギンナンとして食べるこ

とは言うまでもない。材としての利用や紋章など

文化的に日本人が利用してきた歴史については，

本特集の著者らが解説してくれているので，ここ

では述べない。

ここではイチョウの街路樹としての利用を挙げ

よう。イチョウは，沖縄を除く全国で街路樹とし

て植えられ，全体の11.5％を占めている。東北・

関東・中部・関西・九州ではいずれも街路樹での

利用率1位となっている。寒い北海道でも2位を

占めている。イチョウは，形が整い，樹冠'|偏も適

当で，大気汚染・火災にも強く，剪定がしやすく，

育てやすい，挿し木でもよく増える，という街路

樹にふさわしい特徴を持っている。新緑・黄葉な

どの景観的な素晴らしさは言うまでもない。

鶴もっと詳しく知りたい人へ螺

参考文献に代えて，執筆にあたって参考にした

主な文献を挙げておくので，参照願いたい。

精子発見のイチョウの木がある東京大学大学院

理学系研究科附属植物園では植物園後援会を通じ

て『イチョウ精子発見から100年』のパンフレ

ットを販売している。このパンフレットは，イチ

ョウの概要をきれいなカラー写真とともに簡潔に

よくまとめており，一読の価値がある。

さらに専門的には1996年に平瀬のイチョウの

精子発見100年を記念してSpringer社より

GinkgoBiloba-AGlobalTreaSure.(イチョウ

地球の宝物，堀輝三ら編，1997年)と題する本が

出版された。英文であるが，各1､ビックに関して

それぞれの専門家がそろってまとめた優れた総説

になっている。

また，同時期に裳華房の『遺伝』50巻6号

(1996)，研成社の『プランタ』47号（1996）でも

イチョウの精子100年に絡めて特集を出している

ので，それらも参照されたい。

本文をとりまとめるにあたり,写真①,②を快く

ご提供くださった東京大学大学院理学系研究科附

属植物園・邑田仁教授に厚くお礼申し上げます。
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●樹種特集－イチ雲ウ●

イチョウの内部組織
ふじいともゆき

藤井智之
森林総合研究所企画調整部海外森林資源保全研究チーム長 ／仇

~--旬

隣木材組織の見方について＜

木材は高等植物の中でもスギやマツ，ケヤキ，

ブナ等の樹木によって生産されるものです。樹木

は，根，幹，樹冠の3部で構成されており，根は

樹体を大地に固定するとともに水分および菱分を

外界から吸収して，幹の木部を通して，樹冠に送

ります。樹冠の葉では二酸化炭素を取り込んで光

合成し，光合成産物は一部が幹等に貯蔵されます

が，師部を通して樹体の各部に運ばれ，樹体の成

長に利用されます。

樹幹の表面は樹皮で覆われていて，内側は大部

分が硬い木部です。樹皮は外表面を保護する比較

的硬い外樹皮と，内側の柔らかくて水分が多い内

樹皮とで構成されています。内樹皮は光合成産物

を輸送する節部です。その内側に形成層と呼ばれ

る細胞分裂を活発に繰り返す組織があります。樹

木の生理活動が活発な春から夏にかけては，形成

層裕では細胞分裂が繰り返され，内側に木部細胞

を，外側に肺部細胞を作り出します。それらのﾎ||｜

胞は太くなりそして両端を伸ばして大きくなりま

す。その結果，木部および飾部が蓄積され，幹が

同心円状に肥大成長することになります。また，

樹木は梢で枝を伸ばして樹冠を広げ，根を張るこ

とによって樹体を大きくしています。

このように成長する樹木で作り出される木材に

は，樹体が伸びる軸方向と樹幹が太る放射方向の

2つの成長方向に基づく方向があります。写真①

でイチイの枝を例にとって示したように，軸方向

に垂直な面で樹幹を切った面を木口而と呼んでい

ます。llilll方Ihjと放射方向に平行な面で木材を切っ

た面が柾目而で，これらと直交する面が板目面で

す。これらの基本的な三断面には木材組織の特徴

が観察されます。例えば木口面を肉眼で見ると，

同心円状の棋様が見られますが,一つ一つが年輪
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写真①イチイの枝の走査電子顕微鏡写真

です｡顕微鏡を使うと,木材を橘成している個々の

細胞が観察できます。木材のlll胞は，生きている

細胞そのものではなくて，しっかりした硬い細胞

壁が実体ですから,il11胞の形や大きさ,並び方のほ

かに,細かい構造等が観察の対象になります。

熱イチョウの木材組織蝿

木材は見かけや利川上の逸いがあるために，一

般的に針葉樹材と広葉樹材とに分けられています。

スギ，ヒノキ，マツ類等の裸子植物の樹木によっ

て生産される木材が針葉樹材ですが，裸子植物で

はないイチョウも，その木材組織が似ているので

便宜的に針葉樹材として扱われています。

これから走査電子顕微鏡写真で示しながら，イ

チョウの木材の内部組織を説明していきます。

写真②にはイチョウの木材の三断面を虫眼鏡よ

りやや高倍率の走査電子顕微鏡写真で示していま

す。針葉樹材の一般的特徴として，30～50"m程

度の直径で2～511Inl'程度の長さを持つ中空の仮道

管が木材体積の90％以上を占めるため，顕微鏡で

観察しても比較的単純な概造になっています。木

⑫－林業技術No.6931999.12



写真｡ イチョウの木材の三断面の走査電子顕微鏡写

真。写真の右端に撮影条件や縮尺等が焼き込
まれています

写真⑬ 木口面で見られる不ぞろいな仮道管の配
列と放射組織および集晶を含んだ異形細

胞

口而には年輪界が観察されますが，年輪がはっき

りとしているマツやスギの木材とは異なり，肉眼

的にはやや不明|僚です。

木u面をやや拡大したのが写真③ですが，大径

の仮道管とやや小径の仮道管が入り交じっている

のがわかるでしょう。これはイチョウだけの特徴

ですが，このために，木口面では仮道管の放射方

向配列が乱れているように見えます。これらの仮

道管を柾凹面の断面（写真④）でもう少し詳しく

観察してみると，大径の仮道管には側壁に壁孔と

呼ばれる孔がありますが，小径の仮道管にはこれ

がほとんど見つけられません（写真⑤)。しかし，

分野壁孔と呼ばれる放射組織との間の小型の壁孔

は，同じように持っています。仮道管を引き剥が

して外から観察してみても，やはり大径の仮道管

には有縁壁孔があるのに，小径仮道管には有縁壁

孔がありません。

ここで少し壁孔の説明をしますと，仮道管は水

分を通導する機能がありますが，それ自体は前述

のように中空ですが両端が閉じていますから，そ

のままでは水分は隣の仮道管に運ばれていきませ

写真④柾目面では仮道管の内腔面が観察され，放射
壁には仮道管相互間の有縁壁孔と放射組織と
の間の分野壁孔が観察できます

林業技術No.6931999.12-⑬
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写真⑤(左）脱リグニン処理，乾燥後に柾目面で剥離し

て露出した仮道管外形

写真⑥(右）やや高倍率の板目面で観察される有縁壁孔
対の断面や放射組織との分野壁孔

ん。隣接する仮道管は相互に軸方向位置がずれて

いて，柾目面に平行な側壁（放射壁）に水分を通

す有縁壁孔対を持っています。写真⑥の軸方向の

断面で示されているように，有縁壁孔対というの

は，2枚のスープ皿を内向けに張り合わせて両方

の底に穴を開けたような構造になっています。残

念ながら，この写真でははっきりとは観察できま

せんが，中央に弁のような構造を持っています。

この有縁壁孔対を通して軸方向および水平方向へ

の水分通導が可能になっているのです。したがっ

て，小径の仮道管は水分通導にはかかわっていな

い可能性が高いことになりますが，これ以上はわ

かっていません。

写真⑦には柾目面で放射柔細胞の内腔面と仮道

管の内腔面を示しています。放射組織は放射柔細

胞が放射方向に長く連続している組織で，節部か

ら木部まで形成層帯を通りぬけて連続しています。

イチョウでは，放射組織は薄壁の平伏放射柔細胞

のみで織成され，すべての放射組織が単列，つま

り写真⑥に見られるように，放射柔細胞は高さ方

向に積み重なっているだけです。その高さを細胞

数で数えた細胞高は，個体によって，また樹幹内

での位置等によってずいぶんと違っていることが

ありますが，おおよそ1～3細胞高の試料から1

⑭一林業技術No.6931999.12

写真⑦柾目面断面で見る放射柔細胞と仮道管の内腔面

～6細胞高の試料が普通で,10細胞高を超える放

射組織は稀です。放射柔細胞壁の内表面は平滑で，

側壁にも末端壁にも壁孔は形成されていません。

仮道管と放射組織の間の分野壁孔は，仮道管側だ

けで顕著な構造です。

放射組織は養分貯蔵機能を持っていて，分野壁

孔を通して仮道管中を通導する水分中に溶出した

養分は，春先の樹冠に供給されて，新葉の発達や

枝の伸長に使われていると考えられています。分

野壁孔の形や分布数等は針葉樹材の顕微鏡的識別

の重要な識別拠点の一つですが，イチョウでは1

本の仮道管と放射柔細胞が重なりあう領域(分野）

に2～4個あるのが普通で，最も大径の仮道管で

は6個あることもあります。その形は，仮道管の

内側の孔口が短いスリッI､状になるヒノキ型が多

く，まれにスリットが幅広なスギ型も見られます。

有縁壁孔を持たない小径仮道管の分野壁孔は1

～2個であることが多く，内孔口の傾角はやや小

さい傾向が認められます。

年輪について少し詳しく説明しますと，写真③

に示すように，左上側の晩材では年輪界に向かっ

て仮道管が徐々に細くなり，最後の数本の仮道管

では偏平になっています。そして，右下側にある

次の年輪の早材では仮道管が大径ですから，その

違いによって，年輪界が顕微鏡的にはっきりとし

た境界として認められます。また，年輪界に近い

晩材仮道管および最初の早材仮道管では接線壁に

有縁壁孔対を持っていますので，年輪界を越えた



写真③やや高倍率の木口面で見る年輪界付近

水分通導を担っていると考えられます。

写真⑨に示される集晶を含んだ異形細胞は，木

口面での仮道管の不ぞろいな配列とともにイチョ

ウの際だった組織的特徴で，針葉樹材ではほかに

は見られません。集晶とはシュウ酸カルシウムの

小さい結晶が金平糖状に集合した複合結晶のこと

です。異形細胞は薄壁で，柾目面で見ると軸方向

に数個～十数個が不規則に並び，その多くに集晶

を含んでいます。中央部の異形細胞は大径で上下

端に向かってしだいに小径となり，そこに含まれ

る集晶も小型になっていきます。

惨イチョウの木材の一般的性質週

木材の色は樹幹の外周部では一般的に黄白色

～淡褐色ですが，スギ材等ではその内側に赤褐色

～黒褐色の心材を持っています。イチョウでは，

辺材と心材の色の差は明瞭でない個体とやや明瞭

な個体があり，辺材は淡黄白色～淡灰白色です。

写真⑨集晶を含む薄壁異形細胞（柾目面）

心材が明|僚な場合には，辺材に比べやや濃色で，

個体によって淡褐色であったり淡灰褐色であった

りします。ぬらして温めると，かすかに銀杏と同

じようなにおいがします。

イチョウの木材は，気乾比重は平均が0.47で，

試料による幅があり最小値が0.40,最高値が0.58

でした。肉眼的には年輪界がやや不明瞭で均質な

ので，碁盤や将棋盤，将棋の駒，まな板，彫刻用

材，漆器木地等に用いられますが，木材の供給源

が限られているので一般的ではありません。出土

木材の識別結果では，‐ド駄の歯とブラシの台板に

用いられた例が報告されています。

平成12年度・第4回《日林協学術研究奨励金》助成テーマ募集
●助成の内容●
1.研究テーマ：森林またはその周辺環境の生態，管理経
営，利用に関する研究調査（個人の研究を対象とする
もので，組織・機関の公費を以ってすべき研究を対象
とはしない)。
2対象者：募集期限日に40歳以下の者｡個人または
少人数の研究グループb国籍，性別，所属，経歴を問
いません。

3.助成期間：1テーマ2カ年を原則とする。ただし1
年間の継続を認める。
4.助成金額：1テーマ150万円以内(特例の場合は50
万円以内を追加助成)。

●募集要領●
1募集提出書類：『H林協学術研究奨励金交付申請書(研
究計画書)』および『所属長の推薦齊』…所定の用紙(II
林協各支部にあり）に記載｡記戦の主たる内容は，申請
者(個人)記録，研究協力者氏名，研究目的，実施内容，
期待される成果，研究年次計画等。
2.応募期限：平成12年2月29日（必着）
3.日程：審査＝3月下旬，通知＝4月上旬，助
成金の交付＝4月末日。
4.成果等：助成を受けた者は1年目には『当年の
成果報告書』を，また最終年には『最終成果報告謁』
を各1部提出。

※問合せ/連絡先:H本林業技術協会総務部まで(a03-3261-5281,FAXO3-3261-5393)
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譲樹蕊特集一イ饗憲犠鶴

アイソザイムでイチョウの

伝播経路を探る。むらょしひ‘
津村義彦 垂森林総合研究所生物機能開発部遺伝分析研究室長

鞍はじめに蕊

今年収穫された銀杏が食卓にでる時期となった。

街路樹でも雄雌の判定が誤って雌株が植栽された

ためか秋になると多くの銀杏の実をつけているも

のを見かける。またこの樹の新緑から黄葉にかけ

ての鮮やかな色の移り変わりは特に美しく感じら

れる。わが国だけでなく多くの国々で街路樹とし

て人々に好まれている。わが国では神社および寺

院にも多く植栽され,中には推定樹齢1000年を越

えると言われるものもある。しかしながらその由

来については明らかでないものが多い。

イチョウの祖先種は世界中に分布していたよう

で，特にジュラ紀の地層から多くの化石が見つか

っている｡当時は少なくとも12種のイチョウが存

在していたとされるが，現在では幾つかの氷河期

を乗り越えたG伽ﾙ苔ひ〃んbaの一種だけが中国

東南部の天然林に現存していると言われている

(Heetal.1997)。鎌倉･室町時代の書物にはイチ

ョウの記載がみられるものの，それ以前のものに

はない。このことから仏教伝来の頃に持ち込まれ

た説が有力である。私たちは，もし中国から日本

に持ち込まれたのであれば，どの程度の堂が持ち

込まれ，またどのような経路で伝播していったの

かを遺伝子をマーカーとして調べてみた。

綴アイソザイム分析鐘

この場合対象とした遺伝子は酵素を支配する遺

伝子のことで，アイソザイムと呼ばれている。こ

れらの酵素は生物すべてが持っており生きて行く

には欠かせないもので，それぞれが異なる遺伝子

で支配されている。また血縁関係のない個体では

持っている遺伝子の種類が異なるため，これら酵

素の遺伝子を調べることにより，伝播経路を推定
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できるかもしれないと考えた｡もう10年以上前に

なるが西日本の各林業試験場にお願いし，社寺に

あるイチョウの老木から銀杏を採種していただい

た。合計で98母樹のイチョウから銀杏が集まり，

本調査が行えるようになった(図①，表①)。この

中には推定樹齢からすると室町時代以前のものも

存在するが，あくまで言い伝えあるいはそれぞれ

の社寺による推定樹齢のため本当のところはわか

らない。

裸子植物の種子の胚乳部分は雌性配偶体と呼ば

れ半数体組織である。すなわち2倍体植物であれ

ば母親由来の半分の遺伝情報を受け継いでいるこ

とになる。そのため自然着果した種子を複数個体

分析することによって母樹の遺伝子型を決めるこ

とができる。すなわち母樹のある遺伝子座がヘテ

ロ接合体（異なる対立遺伝子の組み合わせ，例え

I,Ja/b)である場合，雌性配偶体ではa:b=

1:1の分離が期待される。それは減数分裂の段階

でaまたはb遺伝子のどちらかを受け継ぎ，被子

植物のように重複受精を行わないため半数体のま

まに存在する。そのため各母樹最低6個体の種子

を分析することにより統計上特定遺伝子座がヘテ

ロ接合体であるかホモ接合体であるのかを見分け

ることができる。また種子は一般的にアイソザイ

ム分析を行う際，阻害物質が少ないため多くの酵

素種が分析できる利点もある。イチョウも裸子植

物であるから複数の銀杏の雌性配偶体を分析する

ことによって，母樹の遺伝子型を決めることがで

きることになる｡本調査で分析した酵素種は10種

類でこれらは12種類の遺伝子で支配されている。

これら12遺伝子座についてはすでに遺伝分析が

行われ，遺伝性の確認がなされている(Tsumura



表①5地域から採種したイチョウの母樹数とその情報

地域集団分析母樹数推定樹齢☆（年） 平均胸高直径

(cm)

平均樹高

(m)平均範囲

北関東

関西

四国

北九州

南九州

１
１
１
１

16．5

24．3

46．4

33．7

65．0

９
５
７
８
９

３
３

52

31

38

39

42

０
４
９
７
０

●
凸
●
申
●

５
１
０
６
５

350－700

70－1000

96－1000

40－1600

200－700

22．0

25．1

22．3

23．4

33．3

平均 19．640 130．2 23．23．5

＊：推定樹齢は各社寺による報告である

‘

図①分析した母樹の位置と 推定される伝播経路（イチョウ）

裂北関東

舗装
eta1.1987.Tsumul･a

恕撫蓼照豊中
の樹齢は様々であったが，

各神社・寺院の推定樹齢

から平均樹齢を計算する

と約360年ということに

なった。このうち5母樹

は推定樹齢1000年を越

。
，
。
●

｝'l'
P

柵
誕

●

四国

南九州

えていた。正確に伝播経路を調べるためには，樹

齢をある程度合わせたほうが良いかもしれないが，

実際'二はそのような材料を集めることは難しい。

また平均胸高直径126.1cmであるため，どの母

樹もかなりの巨木であることには違いない。

験スギ，ヒノキよりも高い遺伝変異性ぐ

得られたアイソザイムパターンから遺伝子型を

読みとり，98母樹について12遺伝子座の遺伝子

型を決定した｡便宜的に,採取した98母樹を5地

域に分け，それぞれの地域間で遺伝的に特徴があ

るのかどうかを調べた（表①,Tsumul･aand

Ohbal997)。ここで用いている統計量は集団遺

伝学で用いられるもので，多様性の程度をあらわ

すものとしてよく用いられる。IIaml･icketal.

(1992)が今までに報告のあった論文をまとめた木

本性植物のデータと比較すると，イチョウのもつ

遺伝的な特徴がわかる。それによると，わが陸lの

イチョウの持つ遺伝変異は，どの統計量も裸子植

物の遺伝変異の平均値を上回るものであった。特

にヘテロ接合体率は23.7％と高い値を示した。

Haml･icketal.(1992)がまとめた裸子植物のデ

ータの多くは針葉樹のものである。針葉樹は他殖

性であり植物全般と比べてもその遺伝変異性は高

いことが知られている。ちなみにわが陸Iに固有で

広く分布しているスギとヒノキの例を示すが（表

②参照),これに比べてもかなり変異性に富んでい

ることが理解できる。イチョウがこの針葉樹より

も高いヘテロ接合体率（変異性の高低を意味する

遺伝用語）を示したのは購きであった。イチョウ

が中陸|から持ち込まれたものであれば，その遺伝

変異性はあまり高くないのではないかと期待して

いた。なぜならば持ち込まれた種子が少数であっ

たなら，それらの含む遺伝変異は中国のイチョウ

の天然林の持つ遺伝変異の一部しか持ち込まれな

いからである。そのため逆にわが国のイチョウが

商い遺伝変異を保持していることは，導入の種子

がある程度まとまった城であったか，または中国

の異なる産地からわが国に渡来してきたことを示

唆している。
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遺伝的類似度

＞イチョウの伝播経路剣

次に興味深いことは調査した98母樹のうち,85

母樹それぞれが特徴的な遺伝子型を持っていたこ

とである｡すなわち87％の母樹が他の個体とは異

なる遺伝子型を持っていることになる。イチョウ

は一般的に挿し木が簡単であるといわれている。

そのため挿し木による繁殖も行われたのではない

かと考えていた。しかし調査結果は日本での繁殖

が主に種子を用いて行われたことを示している。

また地域間での遺伝的組成の違いを調べるため

に便宜的に分けた5地域のグループについて，2

つの多変爺解析法で調べてみた。この解析にかけ

る際，アイソザイムの遺伝子型データーを数溌化

して行った(SmouseandNeell977)。最初の解

n.97 ().りり1.1川(1.りH

析の主成分分析では関東地域が他の4地域のグル

ープと明確に分かれた。また次の判別分析でも北

関東地域の集団は明確に分かれた(図②)。次に便

宜的にグルーピングした地域集間の遺伝的類似度

を計算し遺伝的なIMI係を図示した（図③，表②を

参照)。これらのことから、洲在した北関東地域の

グループは他の4地域のグループと比較して，そ

の山来が腱なるものから拙成されていると考えら

れる。また他の4地域のグループについては遺伝

変異が重なる部分もあるが，ある職度の地域の特

徴が見られた。九州地域の2グループの遺伝的組

成は似ており，南九州のグループの避伝変異は北

九州のグループのものにほぼ含まれていた。四阿

のグループのものはIMI西と北九州のグループのII1j
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表②イチョウの地域ごとの遺伝的多様性

多型遺伝子座1遺伝子座あたり1遺伝子座あたりの平均へテロ接合

母樹数の割合(％）の対立遺伝子数有効な対立遺伝子数体率（観察値）地域

北関東

関西

四国

北九州

南九州

28．83

2500

19．10

25．10

20．40

９
５
７
８
９

３
３

75．00

75．00

58．30

58．30

7500

1．92

225

1．75

2．50

1．92

1．49

1．40

1．35

1．40

1．41

平均 19．6 6832 2．07 1．41 23．69

全体 98 75．00 23．692．50 1．41

スギ’

ヒノキ2

裸子植物の平均3

858

1201

48．50

55．50

71．10

17．80

20．20

16．90

231

280

2．38

1．33

1．34

1．22

I;Tomaruetal.1994,2:Uchidaetal.1998,3:Hamrickal.(1992)

方から派生したような変異を持っていた。

われわれが調査した北関東,Iﾉﾘ国,南九州の3地

域は母樹の数が少ないために結論を急ぐには問魑

があることは確かである。しかしこの調査で少な

くとも明白に言えることは，以下のことであろう。

イチョウが中国から持ち込まれたのであれば，1）

その量はある程度まとまったものであったか，異

なる産地のものが持ち込まれた。また持ち込まれ

た機会も多くあったと考えられる。2)またその繁

殖は種子によるものであった。

診おわりに惑

わが国におけるイチョウの伝播経略を辿伝学的

な手法で探ろうとして取り組んだ仕覗であった。

しかし，所詮気まぐれな人間の行いを追っかけて

もかなり無理がある。現代と連って当時の人間の

動きはそれほど大きくなかったとも考えられる。

その結果，上述のように結職腿味深いこともわか

ってきた。今後，もしこの調査を継続するのであ

ればDNAレベルでの分析を行うことによってさ

らに精度のよい結果が期待されるかもしれない。

最後に本調査は筑波大学名誉教授の大庭喜八郎

教授のアイデアで行ったもので，銀杏の採取には

京都，奈良，和歌山，兵庫，岡山，鳥取，島根，

山口，徳島，愛媛，福岡，佐賀，長l崎，大分，宮

崎，鹿児島各県の林業試験場の協力をいただいた。

ここに謹んでお礼を述べたい。

inglevelsofgeneticdiversitymwoody

plantspecies.p95-124．ノ〃:Population
GeneticsofForestTrees.eds.W.T.Adams.

SH.Stl･auss,DL.CopesandA.R.G1･iffin,

Kluwel･,Do1･d1･echt,TheNetherlands.

2He,S-A.,GYinandZ.-J.Pang.1997.

Resou'･cesandpl･ospectsofG"zAgりも伽6〃

illChina.Pp.373-384.1":Gi"kgo

6加6"-AGlobalTreasureh℃mBiologyto

Medicine.Eds.T.Hol･ietal.Spl･ingel･,

Tokyo

3.Smouse,P.E.andJ.V.Neel1977.

MultivariateanalySisofgameticdiSequili-
briumintheYanomamaGenetics85:733

－752

4.TOmaru,N,Y.TsumuraandK.Ohba.

(1994)Geneticval･iationandpopulation

differentiationinnaturalpopulationsoI

C灯り)""2e"zzJ"o"c"PlantSpeciesBio1.
9：191-199

5.Tsumura,Y.,HTsuburaya,andK.Ohba.

1987.II1heritanceofisozymevariationof

megagametophytesinG伽kgO〃わ“.J.

Jpn.Fol･.Soc.69:386-390.

6.Tsumura,Y.,H.MotoikeandK.Ohba.

1992AllozymevariationofoldG"kgD

6伽ﾙamemorialtreesinwesternJapan.
Can.J.Fol･.Res.22:939-944.

7.TsumuraY.andK.Ohba.1997.The

geneticdivers乢yofisozymesandthepos-

sibledisseminationofG伽kgひ6伽6"in

ancienttimesinJapan.pp.159-172."z:

G伽煙りb加加一AGlobalTreasurefrom
BiologytoMedicine.Eds.T.Horietal.

Spl･inger,Tokyo

8.Uchida,K.,N.Tomaru,C.Tomaru,C.

YamamotoandK.Ohba.1997.Allozyme

variationinnaturalpopulationsofhinoki,

C加加"CCypnJ恋0"Js"(SIEBetZUCC)

ENDL.anditscompal･isonwiththeplus-

treeselectedfromartificialstands.Breed

Sci、47？7－14．

参考文献

l.Haml･ick.J.L.、M.JM

Shel･man.BI．()vles.1992

GodtandS.L.

Facto1･sinfluenc.

林業技術No.6931999.12-⑲



霧繍種轄蕊……－イチ蕊密蟻

イチョウといえば大阪は御堂筋
いとうたかみ

伊藤孝美
大阪府立農林技術センターみどり技術室長

“なにゆうてはりまんねん。銀杏ゆうたら，なん

ちゅうたかて御堂筋の銀杏並木でんがな。イチョ

ウは大阪市や大阪府の木だつせ。まかしときなは

れ｡”

といったことから，植物学やらはさておいて，

イチョウにまつわる話を筆者の体験をまじえて駄

文を弄してみました。

鯵イチョウといえば大阪は御堂筋噂

御堂筋は梅田と難波を結ぶ，欧陽罪非の「雨の

御堂筋」などで数多く歌われ，大阪の代名詞とも

言える大動脈です。この唄の歌詞の中に，「……銀

杏並木に灯りがともる。……」という一節がある

ように，御堂筋といえばイチョウ，イチョウと

いえば御堂筋といっても過言ではないでしょう

(写真①参照)。

明治36年の第5回内国勧業博覧会開催時に大

阪駅前から大江橋北詰間に新設された梅田新道は，

同43～44年の市電南北線敷設に伴う道路整備に

写真①御堂筋の銀杏並木（本町付近）

⑳－林業技術No.6931999.12

より21.8mに拡幅されました。さらに,第1次都

市計画事業により大正15年から12年の歳月をか

けて，梅田から難波まで全長4.4km,幅12間

(43.6m)の，現在の御堂筋が出来上がりました。

御堂筋の名称は北御堂（西本願寺津村別院）と

南御堂（東本願寺難波別院）を南北に通じる3間

'幅の近世以来の狭い道筋に由来し，元来は淡路町

から博労町間の呼称であったものを，梅田から難

波までの全区間の名称としたものです。

大佛次郎の『風船』（昭和30年）に，「それほど

この銀杏並木は美しい。誰が植えたのであろう？

当局の中にいた無名の人間の立案に違いないだろ

うが……」とありますが，銀杏並木となった経緯

としては，広報誌『グラフおおさか』（昭和45年

12月号）に次の内容の記事があります。

「御堂筋には架線がない｡それなら街路樹の常識

(丈夫，公害に強い，大きくならない）を破って，

亭々と大空に向かって伸びる風格ある銀杏にしよ

う。夏は青葉で濃い緑陰を作り，秋は黄葉し

はらはら散りしく風情は，詩趣に乏しい大都

会に，一抹の情緒を漂わすであろう。。…．．」

と，御堂筋着工当時(大正15年)の都市計画

部総務課，総務係長の伊藤俊雄氏は考えたが，

平凡にプラタナスを推奨する人もいて，結局

梅田から大江橋（中之烏北側）までをプラタ

ナス，淀屋橋（中之島南側）から難波までを

銀杏という折衷案となった。植えた銀杏は

928本，費用は3万4千円であった。

擬御堂筋のイチョウはどれだけ

窒素酸化物を吸っているか蝿

樹木が窒素酸化物を吸収することに着目し

て1988～91年に調査を行いました｡葉から吸



表①樹木のSO2,NO製吸収速度 【

吸収速度("g/g/day)

SO2 NO2
樹種

(46ppb)*(23.0PPb)*

蕊

I

169.2

58．9

18．4

42.3

14.7

4．6

イチョウ

ケヤキ

クスノキ

張
酢
令

期寒息SO2,NO2の環境濃度の条件

収された二酸化窒素(NO2)を二酸化硫黄(SO2)

の吸収速度に比例するものとして推定しました。

その結果は表①のとおりで，大阪府で代表的な緑

化樹5種(イチョウ，ケヤキ，クスノキなど)の中

ではイチョウが群を抜いて高い結果となりました。

吸収速度は葉1g当たりの,1日に吸収する獄

(重量)ですから，1本の木が吸収する二酸化窒素

を知るには，その木が着けている葉の欽を測定す

る必要があります。そこで，パイプモデル（篠崎

ら，1964）を用いて葉の量を推定しました。多く

の異なった太さの枝の直径と葉の重鍾を測定し，

直径と葉の量の推定式を求めました。

イチョウの生枝下直径(D)と直径測定部以上の

着生葉量(W)との関係は，

logW=1.118．logD2+1.119

（相関係数1-=0.9878,調査母数n=34)

の数式が得られ，御堂筋のイチョウ並木の総葉敵

は21tとなり,NO2吸収速度から,1日に約3．6

kgの窒素酸化物を吸収していることがわかりま

した。

御堂筋のイチョウ並木は，大都市のオフィス街

に緑の「うるおい」をもたらすと同時に大気環境

の保全にも一役買っているのです。

騨雌雄の判別についての一考察（？）鰯

筆者の勤務先の描内に約400mの，樹齢35年

のイチョウの並木があります。この並木が樹齢20

年のときに，雌雄の判別法について言い伝えが妥

当なものか“しやれ”のつもりで検討してみまし

た（写真②参照)。

ひとつめは「雌の樹は枝が水平方I向Iに広がり，

雄は垂直方向に伸びる」というもので,158本すべ

ての樹について，主枝5本の幹と枝との内角を測

定して，雌樹と雄樹の平均値をくらべてみました

が差はありませんでした。ただ，30年も過ぎると

出
口
■
副
‐

、
岳

壁

１
１

●
》
一 歪

鮒’一 一
、
『塞壹二一一－

一

写真②府立農林技術センターのイチョウ並木

雌の樹は毎年“ぎんなん”をたわわに実らせ，そ

の重みで枝は水平方向，時には枝垂れるようにも

なり，その結果として雌は枝が水平方向に広がっ

ているのでしょう。

二つめは「雌樹の葉縁の切れ込みは小さく，雄

樹のそれは大きい」というものです。これも1樹

当たり10枚の平均的な葉を採取し,切れ込みの深

さと数を測定しました。結果はこれも有意差無し

でした。切れ込みは幼樹ほど大きく，成樹では小

さくなります。

三つめは｢雌の樹の葉は雄のそれよりも小さい」

というもので,これも1樹当たり10枚の葉を採取

して葉ihi核を測定しました。やはり，葉の大きさ

も雄と雌では差はありませんでした。

その他，展葉の早遅，葉柄の長短，葉の色（黄

葉化の早遅）についても調査しましたが，いずれ

も雄雌で雛はなく，個体差や土壌など環境の影響

が考えられました。

隣大阪府のイチョウの巨樹について蕊

今から10年ほど前になりますか，幹周りが3

m以上(胸高直径1m以上)の巨樹の所在と形状

ほか樹勢や生育環境を調べたことがありました。

大阪府内で485本を調査したのですが，そのうち

69本（14.2％）がイチョウで2番目に多く（1番

はクスノキ),そのそれぞれが個性と地域とのつな

がりをもっていました（表②参照)。
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表②大阪府のイチョウ巨木10傑（平成2年）

名称 胸高直径(m)樹高(m)指定等

倉垣天満宮の銀杏

流谷八幡の銀杏

延命寺の蛇棲銀杏

杭全神社の銀杏

稲田八幡宮の銀杏

難宗寺の銀杏

大念仏寺の銀杏

無量光寺の銀杏

自然居士の銀杏

守居神社の銀杏

″
屯
Ｉ
ハ
ノ
」
、
式
Ｕ
４
川
詔
Ｆ
ｈ
Ｕ
ハ
、
〕
「
Ｊ
Ｊ
ｎ
ｘ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
ｎ
Ｍ
〕１

府天然記念物

府天然記念物

261

1.76

155

1.53

1.50

1.47

1.45

1.42

1.32

131

３
０
０
８
８
５
０
０
８
５

２
３
２
１
１
２
２
２
１
２

大阪市保護樹木

府天然記念物

大阪市保護樹木

府天然記念物

守口市保護樹木

大阪府で最も大きなイチョウは能勢町にある倉

垣天満宮のイチョウで，以前に落雷により空洞部

が何日も燃え，樹勢が弱りましたが，現在は健全

な姿で偉容を誇っています。河内長野市にある流

谷八幡のイチョウは山腹にそそり立ち，根は斜面

に沿って水が流れ落ちるがごとく露出しており

(写真③参照)，この地の地名（流谷）の由来はこ

の大樹ではないかと思えるほどです。大阪市にあ

る杭全神社のイチョウは乳垂れのイチョウで，こ

の樹の乳様突起を撫でると安産や乳の州が良くな

るという授乳信仰の対象で，今もお参りする人が

います。自然居士のイチョウはこの地（阪南市自

然IH)に隠遁したといわれる自然居士にまつわる

イチョウで，家並みの中にひっそりとたたずんで

います。このほか，イチョウの大樹にまつわる言

い伝えは枚挙のいとまがありませんが,｢生きてい

る化石」イチョウは社寺，ひいては地域の人々に

支えられ，敬われて存立していることがよくわか

写真③流谷八幡の銀杏の根の威容

ります。

イチョウを調査している後半に気がついたので

すが，イチョウの大樹（多くは天然記念物）は

"ぎんなん”をつけている雌の樹がほとんどであ

ったことです。生きている化石のイチョウも人間

も雌（女性）のほうが長寿であるということは，

どのように理解したらよいのでしょうか。

参考文献

1．三善貞司編，大阪史蹟辞典(1986)，清文堂出版

2．角川H本地名大辞典27大阪府(1983),角川書店

3．大阪市教育委員会編,大阪の歴史と文化財,第

2号（1999)，大阪市

4．大阪人，第5巻12号(1998)，肋大阪都市協会
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皇太子妃殿下は木炭を施用(上写真)され，皇太子殿下が土になじませ復土された(右写真)．’．喪≦､畦‘’
第23回全国育樹祭(大阪府)開催
第23回全国育樹祭が平成11年10月30～31日，大された木炭による土壌改良)。翌31日には岸和田市の
阪府で開催された。皇太子殿下･同妃殿下は30日，府府営蜻蛉（とんぼ）池公園での記念式典にご臨席にな
下堺市大仙公園において，昭和天皇が昭和61年の第られ，皇太子殿下は「国民の一人一人が身近な緑を大
37回全国植樹祭で同地にお手植えされたクスノキ(上切にし，豊かな緑が，世界へ，そして未来へ広がるこ
写真左方）をお手入れされた（府内産間伐材から製造とを切に願います」とお言葉を述べられた。（編集部）
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鯵犠穫籍蕊一一イチ議霧鶴

車社会の並木いろいろ
一イチョウと街路樹考一 ひらぐりとくお

平栗徳雄
癖圃

(社)日本植木協会調査役 写■

鯵イチョウ並木鐘

一般に，イチョウの並木といえば，まず明治神

宮外苑の並木を想い起こす。シンメトリックで蝉一亜呈

然として剛直なまでの景観はまさに神宮外苑のメ

ーンストリートでもある。

延長300mあまり，その数は150本，冬季の落

葉樹形,秋の黄蕊春の芽出しと|ﾉLI季を通じて見事。

イチョウの並木は全国に限りなく見られるが，

甲州街道（国道20号線)の八王子市の並木もよく

知られている。黄葉期には「イチョウ祭り」も見

られる（写真①②)。東京都内では陸|会議事堂周

辺，いわゆる永田lll].周辺のイチョウは有名，黄葉

期には日本の誇れる都市の並木景観の一つといえ

るのでは。数は少ないが靖国神社参道の途I-|』にあ

る並木はピラミダル型に整形され整然として荘厳。

東京駅から皇居に向かうイチョウの並木には雌

木が何本かあり，丸の内周辺の勤め人がよくイチ

ョウの実を拾い集める光景が見られる。しかし並

木のイチョウは雄木がよい。雌木から落ちた実は

車通行の障害となり街の美化にも不向き，それに

果実をつけると樹形が乱れ，雄木ほどの雄大で整

然とした樹形が保てない。

いずれにしてもイチョウは都市の環境によく耐

えることから都市での使用が多い。全国の「都道

府県の木｣では東京，神奈川，大阪の都市圏が｢都

府県の木」として指定している。またイチョウの

大木は全国各地に存在し，天然記念物となってい

るものが多いが，新潟県佐渡郡新穂村の大イチョ

ウは高さ26m,幹周り7.7mで雄大｡東京の皇居

内には幹周り7.5mほどの大イチョウがあり，タ

イワンフウと並び皇居内で一，二を競う大木とな

っている。

鱗車社会の並木蕊

近年，交通量の多い街路ではしばしば並木の枝

が無残に切り落とされている光景を見る。美的な

感覚より機能を優先させる管理手法で寂しい気が

する。

こうした光景を避けるために横に枝の張らない

写真①②東京・八王子市を通る甲州街道にはイチョウ並木が続く。
11月の黄葉期にはくイチョウ祭り＞が開かれる。
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写真③美しく整形されたキタヤマスギの並木
（八王子市多l畷御陵）

自然樹形で直立性(Fastigiata)の樹極が注'二lされ

ている。当然管理の綴費も軽減でき，メンテナン

スフリーといえる。

直立性の樹種で街路樹に適している樹極を次に

掲げた。

＜街路樹に適する樹種＞

・イチョウプリンストンセントリイ（写真④）

G伽ﾙ召ひ〃んb"!PlinstonSentl･y'

・ケヤキムサシノ(1.本の選抜種）

左脆0〃asem/":Musashino'

・ユリノキファスティギアタ

Lかめ恥""γ0〃加伽娩畑@Fastigiata'

・セイヨウシデファスティギアタ

C"切加"sj“〃"s@Fastigiata'

・その他のFastigiataタイプとしてイギリス

ナラ，モクケンジ，ナツボダイジュ等数多い

が，モクゲンジやユリノキは花も楽しめる。

カナダのビクトリア市街の中心にセイヨウシデ

のファスティギアタが整然と，自然樹形で街の景

観を引き締めていたのが印象的であった（写真⑧)。

今後，狭い街並みや，交通戯の多い道路の並木

には樹種を使い分けたFastigiataタイプの利用

を進めたいものである。

＞地域の特性を生かした色彩ある並木＜

わが国の街路樹はどこまで行っても似たような

光景が延々と続く。地域や，街並みを印象づける

ような街路樹は少ない。

加えて安全というか，前例に倣ってか，そこに

緑があるだけのものが多い。街路は貴重な緑化空

間である。地域の特性を生かした花木，カラーリ

写真④紅葉のケヤキ並木（八王子市都道）

－フブランツ，紅葉，新芽に特徴のある樹種選択

を望みたい。

すでに造園や緑化に使われ始めた豊富な品種群

の中から並木として利用される樹種を挙げてみる。

(1)花木

・トチノキ‘ブリオッティ，

濃い赤花で日本の風土によくなじむ。

・ハナミズキ各種

近年,日本にも30種余の品種群が入ってい

るが，花の大きな種，色彩の濃いものに人気

がある。

・ネムノキ‘アムブレラ，

濃い赤花が紺碧の空によく合う。

・サルスベリ各種

この種も近年多くの品種が導入生産されて

いるが，ウドンコ病に比較的強い品種もあり

数少ない夏の花として最適。

・アメリカザイフリボク

4月に白い花を咲かせ6月に紫色の実をつ

ける。ジュンベリーと称し，食用にもなる。

管理容易。

・モクゲンジ

初夏に穂状の黄色の花をつけ見事，今後注

lとIされる樹種。

・その他に花木としてセンダンや，常緑のシマ

トネリコなども見直されてよい樹種である。

(2)葉色の変化ある樹種

・トウカエデ‘ハナチルサト，

わが国で選抜された登録品種で，新芽がピ

ンクから白色系に変わり夏季は緑色に戻るが，

⑭－林業技術No.693199912



写真⑤冬の並木（トチノキ，コブシ他）（栃木県内）

秋には紅葉も美しい。七変化と呼ばれ美しい

街路樹として期待したい。

・ノルウェーカエデ‘プリンストンゴールド，

全体が名前のとおりゴールドの葉色，他の

カエデ類や，単調なプラタナスの中へ混植と

して映える。多用したい樹種。

・サトウカエデ‘ピラミダール，

俗にいわれるシュガーメイプル，秋には黄

葉から赤色に紅葉する端整な樹形は直立形で

美しい。

・ベニカエデ‘アームストロング，

レッドメイプルといわれ秋には鮮やかな赤

色から深紅に紅葉する。

・ニセアカシア‘フリーシア，（写真。）

新芽は夏季まで淡い黄金色を呈し，明るく

ソフトな雰囲気となる。秋の黄葉も見事，外

陸Iでは個人の庭園にも植栽されるほど親しま

れている樹種。

・ニセアカシア‘カスクルージュ，

ロビニアの仲間だが本種は赤紫色の遮科特

有の房状の花が美しい。性質は強健で街路樹

向きの樹種である。

・その他

近年果実の並木への指向も強くなった。リ

ンゴ‘アルプスオトメ，や，オオミナツメ，ク

ルミ，カンキツ類も今後有望。

今後変化があり特長があり楽しいストリートの

出現を望みたいものである。

●海外での並木点描●

写真⑨イチョウ“プリンストンセントIノイ”
（シカゴ・ポールシード社）

鰯
写真⑧自由樹形で整然とせん定されたセイヨウシデの並木

（カナダ・ビクトリア市街）

写真◎ニセアカシア“フリーシア”
（カナダ・バンデュセン植物|刺）
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謬樹種特集一イチョウ●

銀杏の葉に秘めた恋
一ゲーテの『西東詩篇｣から－

K

よしだまさひこ

吉田正彦 明治大学文学部(ドイツ文学)教授
ケーテ（1749-1832）

お恥ずかしい話から始めなければならない。二

十数年前，学生時代のことである。おぼつかない

語学力ながらも，ドイツ語で詩を読んでみようと

いうことになった。交代で読み進むうちに私に回

ってきたのは，こともあろうに通称｢亀の子文字」

と呼ばれる旧字体で印刷された短い詩。現在のロ

ーマ文字と違って，相互に判別しにくい文字がい

くつもある，戦前までのドイツで使われていた文

字である。そして…やってしまったのだ。詩の迦

を読んだ途端に先生の一声,｢確かに日本では銀行

前の広場に植えられていることもあるがね」と。

原書からローマ文字に直してノー1､に写す際に，

判読を誤ったのであった。今でも灘葉の季節にな

ると，想い出しては赤面する失敗である。次のペ

ージに掲げたように<Gingobiloba>と題され

たこの詩，西洋では珍しく，日本から運ばれたと

されるイチョウを詠った有名な，だが幾つかの謎

を秘めた詩，ということは後でわかったことだが。

得た17世紀末R本の最新情報は，彼の死後『日本

誌』（1727）と題して英訳出版され，もの珍しさも

あってか西洋世界で好評を得，一躍その名を知ら

れることになる。若くしてスウェーデン国王の外

交使節の一員としてペルシャ皇帝に謁見し，さら

にバタヴイアを経て長崎にたどり着くのだが，そ

の間まるで好奇心の塊のように行く先々で資料を

採集し，風物をスケッチし，そしてメモを取り続

けたらしい。帰国後はペルシャで集めた情報を主

に,R本滞在中の資料の一部をも収めた『廻国奇

観』（1712)を，五|･歳直前に結婚した妻の持参金

で出版した。生前に唯一出版されたこの書に，ま

るで小事典ででもあるかのように項目を立てて日

本の植物が紹介されている。そのひとつが

Gmkgo,西洋での初のお目見えの瞬間である。そ

の昔，中国皇帝に捧げられた高貴な銀色のあんず

を意味する銀杏。ここでイチョウは，銀杏の音読

みGinkyo,ドイツ語式にはGinkjo[o]が誤って

でもちょっと待っていただ

きたい。イチョウの属名は

Ginkgoではなかっただろう

か。この植物，早くに絶滅し

たと思われていたものを，遥

かなアジアの片隅に一種だけ

生き続けていると紹介したド

イツ人がいる。長崎は出島に

オランダ商館の医師として勤

務したエンゲルベルト・ケン

ペル（1651-1716）である。

日本滞在中，商館長の随員と

して，2度に及ぶ江戸参府で
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これはひとつのいのちが

おのずからふたつに分れたものか
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《 ▲r西東詩篇』より。自筆の原稿ではGinkgo,
ここではGingoと綴られている。

Ginkgoと綴られた。ちなみにあんず「杏」には

Kjooと，正確な音が充てられていることから，印

刷時にでも間違ったのだろうか。後にリンネがケ

ンペルを踏襲し，「葉がふたつに裂けた｣という修

飾語を加えて<Ginkgobiloba>と，どうにも発

音しにくいこの学名が付けられた。ところがこの

学名を採った詩がなぜか<Gingobiloba>･詩は

朗読するもの，韻律の関係でこうなったとも言わ

れるが，もちろんこれも謎のひとつである。

前置きはそろそろ終わりにして，件の詩を紹介

することにしよう。

◆◆◆

作者はドイツ古典主義文学の詩人ゲーテ（1749

-1832)。名作『ファウスト』の作者であり，シュ

ーベルトが作曲したあの歌曲「野ばら」の詩人だ

と言ったらご存じの方も多いだろう。若いころに

は，山辺の湧き水のように数多くの杼情詩を豊か

に生み出したものの，招かれてドイツ中部の小国，

ワイマール公国の宰相を務めながら創作活動もし，

しかも学生時代から関心のあった自然科学の研究

にまで熱を込めるとなれば，いくら大天才，いや

｢大｣が五つくらい付いた天才だって，才能が枯渇

しないほうがおかしい。ゲーテの場合，いちばん

重要な杼情詩の創作に支障が生じた。こうした状

況がしばらく続いた折も折，14世紀のペルシャ詩

人ハーフィズの詩集がドイツ語に翻訳される。

1813年のことだ。これが呼び水になったのだろ

う，六-'一代も半ばになったゲーテに新たな詩情が

湧き出したのである。日に数編の詩が生まれるこ

とも'稀ではなく，後年これをまとめて『西東詩篇』

(1819）となる。rいちょう」の詩はこの中の「ズ

ライカの巻」に収められた一編である。

1814年,ナポレオンのエルバ島幽閉を機にヨー

ロッパの政情が落ち着くと，ケーテは3カ月の予

定で旅に出る。途中ヴイースバーデンに滞在中，

ケーテの故郷，フランクフルトの銀行家ヴィレマ

ーが養女を伴って訪れた。これがゲーテとマリア

ンネの初の出会いであり，彼の言葉によれば「何

度か繰り返された思春期のひとつ」の始まりであ

った。一方のマリアンネは旅liilりの劇団の子役で

踊り子，母親がウィーンの小さな芝居小屋で下働

きをしていたこと以外，素性は知れない。案外こ

んなことが物好きの詮索欲を刺激したのか，母に

連れられてフランクフル,､に出てきてからは次第

に人気を集め，時の詩人たちもちょっかいを出し

たり，彼女を作品に登場させたりしている。彼女

の魅力に引かれたのが二度目の妻に死別したヴイ

レマー氏○l1l]の有力者であり，またここの劇場の

後援者としての立場を利用し，娘たちの話し相手

にという||実で彼女を養女にする。母親にいくば

林業技術No.6931999.12-⑳



くかの金を握らせて。10月になって，ゲーテが旅

のり箭途，故郷の町でヴィレマー家の人々と再会し

たときには，彼女はすでに親子ほども年の述うヴ

イレマーの変になっていた。

翌1815年5月,ゲーテは再びワイマールをあと

に湯治の旅に出る。前年に倣い，ライン河および

その支流マインとネッカーの両河畔に及ぶ，今度

は5カ月の長旅である。今回も幾つかのl111.を回り，

保養のためにヴイースバーデンに滞在した後，愛

用の馬束「旅亭号」を駆ってフランクフルト市内

のヴィレマー家，そしてマイン河を挟んだ対岸に

あるゲルバーミューレのヴイレマーの別荘を訪れ，

8月121二Iからひと月あまりの間ここに滞在する。

一年ぶりの廊会にマリアンネの喜びようはケーテ

を途惑わせた。彼女は賓客が贈った色鮮やかなペ

ルシャの衣裳をまとい，詩人の｢君知るや南のIEI」

を妖艶に歌ってもてなしたからである。

でも|司時に，何度目かの「思春期」を迎えた詩

人の心にも変化が現れた。いや，実は三一|･を過ぎ

たばかりのマリアンネの心に燃え始めた，恋にも

似た感情をゲーテは感じとり，彼の方もまた，若

いころに自分を何度となく悩ませたあの|筒Iじ思い

が，今あらためて湧き起こったことに困惑を覚え

たらしい。そんな折に生まれたのが「いちょう」

の詩であった。遠い東洋から運ばれたこの珍しい

樹が，ヴィレマーの別荘に青い葉を繁らせていた

のか，それとも，その直後に訪れたハイデルベル

クの古城の庭園をマリアンネと散策した折に折り

取った銀杏の葉にヒントを得たものか。一枚であ

りながら，浅裂によりふたつに分かたれた不思議

な葉に，ふたつであり同時にまたひとつに寵なり

合うふたりの｢いのち｣を，詩人は見たのであろう。

ゲーテは，ふたりのこうした心の結びつきから

生まれた幾多の詩を「ズライカの巻」に収めた。

ここで詩人は，「全てを与え，またもっとも磯かに

生きる」ペルシャの詩人ハーテムの名で，一方マ

リアンネは，夫の下僕であるヨセフを誘惑するも

ののやがては貞淑な妻となる旧約聖書の人物ズラ

イカ（聖書にその名は挙げられていない）の名を

得て，相間歌を交している。

翌年の再会を約したにもかかわらず，ケーテは

マリアンネに会うことはもはやなかった。これが

⑳－林業技術No.6931999.12

彼の意志であった。1816年の夏，これまでのよう

に旅の仕度を整えた。だが「旅亭号」が故障した。

これを口実に，当然のことのようにゲーテは旅立

ちを諦める。マリアンネは感情を押さえつつ，詩

人に幾度となく向ら作った詩を添えて手紙を送り，

自分の心を訴えた。ケーテはマリアンネの名を挙

げずに，それを『詩嚇』に収めている。ケーテを

思う心が素性も定かでない一人の女性を優れた詩

人にしていたことに，だれも思い及ばなかった。

彼女が後にゲーテの伝記作家，ヘルマン・グリム

に打ち明けるまで，ひとは皆，これをゲーテ自身

の作と信じ込んでいたのである。

1860年の秋,マリアンネはハイデルベルクの古

城跡を訪れた。フランクフルトを立ったゲーテの

後を追い，夫とともに詩人に最後に会った地，45

年前のあの時と同じ季節である。マリアンネはひ

とり庭園で回想にふけり，心配して探しにきた連

れの娘に涙をぬぐいながら語ったという，ここで

ゲーテが彼女にキスしたことを。

「ここにあの方とふたりだけで座って,長いこと

睦まじくお話したの。ここであの方は，杖で砂に

詩を書いてくださったわ」と。その後でゲーテが

ここに繁る銀杏の葉を折り取って彼女に渡し，後

日あの詩を贈ってくれたことを。

今私たちは「いちょう」の詩を，二枚の銀杏の

葉を添えた，ゲーテの自筆といわれる紙片に見る

ことができる。もっともここにはあの年の9月15

日，ゲルバーミューレに滞在中の日が記されてい

て，この詩が本当はどこで創られたのかも，もう

ひとつの謎なのだが。

●イチョウこぼれ話し●

元禄時代の2カ年，日本に滞在したドイツ人ケンペル

の『廻国奇観』『日本誌』は，その後のヨーロッパ人の日

本観に大きな影響を与えだといわれています。1988年，

ドイツー日本研究所(東京)が設立され，同研究所は，ケ
ンペル来航300年を記念して〈ケンペル展・1990＞を催し
ました。この研究所の所章は，当記事のとおり両国を取

り持ったイチョウがデザインされています。

PhilippFranzvonSieboldStiftung

簾DeutschesInstitutfUrJapanstudien

ドイツー日本研究所
、

〒102-0074東京都千代田区九段南3丁目3-6

ニッセイ麹町ビル冠03-3222-5077FAXO3-3222-5420
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この’0月，例年のように㈱日本不動産研究所からの所有林の所在も把握できなくなっており，森

ら平成｜｜年3月末現在の｢山林素地及び山元立木林を団地化して施業の合理化を図るときの大きな

価格調｣が公表になった。このうち，山元立木価格障害となっている。このように川上(森林所有者）

は低迷する経済動向を反映して，減少傾向が引き側の体制が整わないことは，国産材供給の小規

続いており，とりわけわが国林業の中心であるス模・不安定さが依然として解消されない大きな要

ギ価格の低下が目立っている。因となっている。

スギ｜m当たり山元立木価格の全国平均（北海次の影響は,森林の経済的価値を消失させ,人工

道，沖縄を除く）は，昭和55年の22,707円('00）林伐採後の再造林が放棄される例が増加している

をピークとして，平成l1ことである。現在の立木

また，この低下割合を地しまう事例が各地で見ら

域別に見ると，近年比較的伐採活動の活発な九州れ，素材生産業者の森林所有が増加している。

において27と一段と低くなっているのが目立つ。また，造林資金を融資によって調達してきた造

立木価格の低下がわが国林業にもたらしている林者への影響はより深刻である。

影響の第｜は，国産材の安定供給を滞らせている国土利用上あるいは森林を整備していくうえで

ことである｡森林所有者のある者は,かつての高い林業を営むことが必要な地域がある限り，このよ

価格に回復することを期待して伐採を控え，また，うな立木価格の現状を乗り越える国民全体の森

ある者は林業への関心を失い｢幽霊地主｣化して自林・林業に対する支援を必要としている。
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しまう事例が各地で見ら

ま九州れ，素材生産業者の森林所有が増加している。

立つ。また，造林資金を融資によって調達してきた造

ている林者への影響はより深刻である。

ている国土利用上あるいは森林を整備していくうえで，
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《
林
野
庁
図
書
館
・
本
会
編
集
部
受
入
図
書
一

！
p･

99.

泊

！(査
溺

､卓￥f判子ャ汁.,ロ凸晦

｝
巧
無
毒
ト
タ
幸
碑
砿
融
盈
再
‐
奔
毎
抄
畢

… .…雰坪ざ要.願'ﾛ… 器ﾉ｡■望一…
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朝の仕事の1つである家畜用の飼い葉を担ぐ母と

子（パルバット郡トリポカリVCDにて：後ろて
ザックを担いでいるのは，日本からの調杳団員）

抄

劇
に
よ
る
、
森
林
を
中
心
と
す
る
山
村
全

体
の
資
源
管
理
の
枠
組
み
を
提
供
す
る
、

「
場
」
を
形
成
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
の
で
す
。

つ
ま
り
、
そ
こ
で
は
「
モ
デ
ル
森
林
」

の
取
り
組
み
と
同
様
に
、
①
す
べ
て
の

利
害
関
係
肴
の
参
加
・
参
両
を
促
し
な

が
ら
、
②
森
林
を
中
心
と
し
た
流
域
全

体
の
持
続
的
な
開
発
の
た
め
に
、
③
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
側
よ
り
客
観
的
な
森
林
資

源
や
森
林
経
営
に
関
す
る
情
報
・
知
見

を
提
供
し
つ
つ
、
④
地
元
の
伝
統
的
な

一

▽
》L』

妙
、実ﾐ層
袋．・・偶

△莚

～
b

田
叡

、
一

才

I

▲パンボチェ(3,985m)から仰ぐエベレスト

(8,848m:左奥),ローツエ(8,516m:画面
中央）とアマ・ダブラム(6,856m:右端）

知
識
と
の
融
合
を
図
っ
て
、
い
こ
う
と

し
て
い
る
の
で
す
。
対
象
地
域
は
、
約

四
万
二
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
小
流
域
で
し

て
、
そ
の
ま
ま
で
は
Ｓ
Ｆ
Ｍ
の
す
べ
て

の
要
件
を
満
た
す
サ
イ
ズ
で
は
な
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
将
来
、
周
辺
区
域

を
取
り
込
ん
で
い
け
ば
、
モ
デ
ル
森
林

の
ベ
ー
ス
と
な
る
区
域
サ
イ
ズ
と
考
え

て
い
ま
す
。

［
わ
れ
わ
れ
は
何
を
学
ぶ
べ
き
な
の
か

ｌ
お
わ
り
に
］
こ
の
よ
う
な
〃
先
進

的
な
″
取
り
組
み
を
ネ
パ
ー
ル
で
実
施

し
て
い
る
こ
と
の
誘
因
は
、
人
口
増
加

と
貧
困
問
題
に
あ
り
ま
す
。
忍
び
寄
る

こ
れ
ら
の
〃
圧
力
″
は
、
森
林
資
源
の

搾
取
的
利
用
お
よ
び
森
林
が
支
え
て
き

た
山
村
社
会
の
経
済
的
・
自
然
的
崩
壊

と
い
う
危
機
を
も
た
ら
し
て
お
り
、
ネ

パ
ー
ル
政
府
を
こ
の
先
進
的
な
政
策
推

進
へ
と
駆
り
立
て
て
い
る
の
で
す
。

ま
た
、
そ
こ
で
は
わ
が
国
で
は
危
う

く
な
り
つ
つ
あ
る
〃
就
業
″
の
場
と
し

て
の
森
林
の
在
り
方
を
前
而
に
押
し
立

て
つ
つ
、
地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
開

発
へ
の
挑
戦
を
行
っ
て
い
る
の
で
す
。

７
森
林
″
を
保
全
す
る
た
め
に
〃
人
〃

を
中
心
と
し
て
取
り
扱
う
こ
と
の
必
然

性
に
気
付
か
さ
れ
た
の
は
、
そ
の
保
全

す
べ
き
〃
森
林
″
を
失
っ
て
し
ま
っ
て

か
ら
で
あ
る
」
と
い
う
悲
し
い
現
実
を
、

わ
れ
わ
れ
は
「
他
山
の
石
」
と
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
そ
こ
で
の
取
り

組
み
か
ら
、
〃
森
林
と
人
と
の
関
係
″
や

″
森
林
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
グ
ル
ー

プ
間
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
″
の
在
り

方
等
、
わ
れ
わ
れ
が
教
訓
と
す
べ
き
も

の
は
少
な
く
な
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。

（
壱
元
）△お祭りの日の晴れ震で記念写真'でも完，｡:;:'rネサ＃篭ぞ墜蕪＃，｡簡笠fサ“裸足”です（ポカラにて）、-〃、

ﾛ｡‐ロー凸＝■七缶。｡■凸｡凸＝口凸凸凸・凸由や一守凸凸=中一Gつ‐一一~の凸凸凸■．｡~~やや｡-.令一一一一一己缶.､凸。.‐一一凸画・▲-.等巳心巳凸口■中今･､---■の一･･凸凸■■①ロロ･一己●垂■｡■年口＝申申毛脚1

1）このゼネスト（ネパール・パンダといいます）は，政党が党員・住民を動員して，全国各都市で交通遮断を含むストライキとなりま’
す。自動車での移動は困難となりますが，なぜか自転車や徒歩での移動は規制されません。2）92年の地球サミット(国連環境開発会｜
議)で，参加国全体のコンセンサスにて採択された｢森林原則声明｣において定義された新しい概念です。ここでは，森林を生態系とし’
て取り扱い，その森林生態系の生産力や健全性の維持を図るとともに，社会のニーズを満たす多面的機能･便益の維持を図ることが求め↓

’られています。3）経済的，社会的，生態的，文化的等の便益を含みます。4）例えば,生態的に安定している必要があり．そこの森1
林生態系－多くの場合,木本類と草本類とのコンビネーションにて代表される－の安定のみならず,そこに依存している動物相の安定も：
担保されるようなサイズです。5）森林以外の土地,例えば農地,居住地域,工業用地等の他の用途の土地利用もすべて含みます。6）！
必ずしも屋久島や白神山地のように連続し,かつ全体が保護地域である必要はないと考えますが，日本の森林計画区の区域において,森：
林(面積は平均15万ha)以外の土地を加えた流域全体をイメージしています。7)基準(Criterion)とは,rSFMを評価する条！
；件やプロセスのあるカテゴリー」と定義されています。Criteria(criterionの複数形）とは,｡,astandardofJudgement:
;orcriticism"つまり，「判断や批判の規準｣の意でして，基準はその変化を評価するために定期的にモニターされる，いくつかの｢指i
標｣の組み合わせ一集合体一によって特徴付けられるとされています。また。指標(Indicator)とは，『基準のある1つの側面を計測：

：するもの｣と定義され,量的/質的に計測/記述が可能でして,かつ定期的に観察することにより変化を示すものとされています。8)｜
；モデル森林は,SFMに向けた新しい技術を開発する｢場一フィールド』というよりも,SFMに向けたすべての関係者の参加を可能とI
：する「乗車駅」や参加のための手続きや道順等の「プロセス」を提供する枠組みと考えています。
L･－．ロー‐．‐‐．・一一
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［
は
じ
め
に
］
い
よ
い
よ
、
私
が
担
当

い
た
し
ま
し
た
こ
の
連
戦
も
最
終
剛
と

な
り
ま
し
た
。
ネ
パ
ー
ル
を
去
っ
て
か

ら
、
二
年
五
カ
月
が
経
過
し
ま
し
た
。

そ
の
間
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ェ
ー
ズ

ー
）
は
終
ｒ
し
ま
し
て
、
こ
の
七
月
よ

り
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ
へ
と
衣
替
え
し
ま
し
た
。

併
せ
て
後
任
の
リ
ー
ダ
ー
も
交
代
さ
れ
、

今
や
三
代
目
が
ご
活
雌
で
す
。

最
近
も
専
門
家
の
炳
気
や
総
選
挙
後

の
ゼ
ネ
ス
ト
リ
の
ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
、

な
か
な
か
ご
苦
労
は
絶
え
な
い
よ
う
で

す
。
ま
た
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
か
ら
離
れ

て
し
ま
い
ま
す
と
、
現
場
で
直
而
し
て

い
る
問
題
等
に
つ
い
て
〃
主
観
的
″
に

見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
、
ど
う
し

て
も
〃
客
観
的
ｌ
評
論
家
的
″
に
見
て

し
ま
う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
現
実
で

す
。
自
分
が
〃
主
体
的
″
に
や
っ
て
い

た
こ
と
も
、
あ
る
程
度
〃
批
判
的
“
に

分
析
で
き
る
こ
と
は
、
こ
の
時
間
の
経

過
の
な
せ
る
技
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

〔
モ
デ
ル
森
林
と
は
〕
さ
て
、
現
在
の

私
の
担
当
業
務
に
は
、
「
持
続
可
能
な
森

林
絲
営
（
Ｓ
Ｆ
Ｍ
）
劃
と
い
う
概
念
に

関
す
る
国
際
会
議
に
参
加
し
た
り
、
国

際
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
国
内
開
催
が
含

ま
れ
て
い
る
の
で
す
が
、
そ
の
中
で
、

「
モ
デ
ル
森
林
」
と
い
う
取
り
組
み
に
つ

い
て
、
蒜
干
解
説
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。モ
デ
ル
森
林
と
は
、
森
林
の
有
す
る

す
べ
て
の
便
益
鋤
が
持
続
的
・
安
定
的

に
利
用
・
提
供
で
き
る
サ
イ
ズ
鋤
の
森

林
を
中
心
と
し
て
、
そ
の
便
益
を
享
受

す
る
住
民
の
生
活
・
経
済
活
動
区
域
鋤

を
含
む
土
地
の
ま
と
ま
り
ｌ
例
え
ば
分

水
嶺
に
て
区
分
さ
れ
る
嶺
境
界
か
ら
海

岸
ま
で
の
あ
る
流
域
ｌ
全
体
で
、
流
域

の
森
林
資
源
の
取
り
扱
い
（
Ｓ
Ｆ
Ｍ
）

を
実
践
す
る
「
場
」
で
す
。

Ｓ
Ｆ
Ｍ
を
具
現
化
す
る
た
め
に
は
、

一
千
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
か
一
万
ヘ
ク
タ
ー

ル
程
度
で
は
な
く
、
あ
る
程
度
ま
と
ま

っ
た
（
安
定
し
た
）
生
態
系
と
し
て
の

森
林
句
が
必
要
と
考
え
ま
す
し
、
そ
の

Ｓ
Ｆ
Ｍ
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
件
を
満
た
し

う
る
で
あ
ろ
う
最
小
の
サ
イ
ズ
の
土
地

の
ま
と
ま
り
を
仮
に
「
モ
デ
ル
森
林
」

と
し
て
設
定
し
、
そ
の
下
流
域
に
生
活

す
る
住
民
自
身
も
、
森
林
か
ら
の
便
締

を
享
受
し
、
そ
の
生
態
系
に
依
存
す
る

生
物
相
の
一
つ
と
し
て
捉
え
、
地
域
全

体
の
「
持
続
可
能
な
開
発
」
を
考
え
て

い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え
ま
す
。

そ
こ
で
は
、
①
基
準
・
指
標
河
に
基
づ

轤臺銅課奉蹄琴；
課長補俵(海外企画班穏当）

永召伊知郎
砿
…

つ鑿：
群･‘計‘
弓丈

鐸豊欝
■JLL■

。.･ｻ

鰹．<乳．戯

￥

霊年9カ局を振り返りつ力
L一

き
、
客
観
的
に
森
林
資
源
お
よ
び
森
林

経
鴬
の
状
況
を
把
握
し
つ
つ
、
②
す
べ

て
の
利
奮
関
係
者
の
参
加
・
参
町
（
パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
）
を
図
り
な
が
ら
、

③
総
合
的
な
上
地
利
用
計
画
の
枠
組
み

の
下
で
、
森
林
計
伽
（
流
域
ま
た
は
碓

態
系
的
ま
と
ま
り
）
を
策
定
し
、
実
施

し
て
い
く
こ
と
を
通
じ
て
（
Ｓ
Ｆ
Ｍ
の

実
践
を
試
み
る
「
場
型
で
あ
り
、
）
、
④

モ
デ
ル
森
林
内
や
他
の
モ
デ
ル
森
林
と

の
新
し
い
情
報
・
知
見
や
伝
統
的
な
知

識
の
交
換
と
共
有
（
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

を
通
じ
て
、
よ
り
よ
い
Ｓ
Ｆ
Ｍ
を
推
進

し
て
い
く
枠
組
み
を
創
造
し
て
い
く
の

で
す
。

〔
ネ
パ
ー
ル
で
の
取
り
組
み
と
の
関
連

は
一
ネ
パ
ー
ル
で
の
取
り
組
み
は
先

に
記
城
し
ま
し
た
が
、
再
度
整
理
し
て

み
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
は
、
①
依
然
と
し
て
森
林
資

源
に
過
度
に
依
存
し
つ
つ
、
生
活
の
綴

を
得
て
い
る
山
村
社
会
で
、
②
真
の
利

用
者
で
あ
る
住
民
の
利
用
・
保
全
・
管

理
に
関
す
る
権
利
を
認
め
ず
、
政
府
の

み
に
よ
る
森
林
資
源
の
保
全
を
図
っ
て

い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
の
危
機
的

な
認
識
の
下
、
③
森
林
に
関
す
る
管

理
・
経
営
権
を
国
か
ら
住
民
へ
と
移
譲

し
て
い
く
と
い
う
政
策
転
換
の
推
進

「
手
段
」
と
し
て
、
④
参
加
型
プ
ロ
セ
ス

林業技術No.6931999.12-⑳



卦秘境タカヘグリの入口。しだいに渓谷は狭く深くなる。

上流の「折崎沢」からは分水嶺を越え，赤石川枝沢の
「石の小屋場沢」へ抜けるマタギ道がある

に
設
定
。
さ
ら
に
そ
の
翌
年
の
九
三
年
に
は
屋
久
島

と
並
び
、
世
界
自
然
遺
産
登
録
地
（
一
二
、
六
二
七

ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
な
っ
た
。
（
た
だ
し
、
カ
ッ
コ
内
の

面
積
は
青
森
県
の
み
）
。

ユ
ネ
ス
コ
に
よ
る
世
界
自
然
遺
産
の
定
義
を
抜
粋

要
約
す
る
と
、
①
特
徴
あ
る
自
然
の
領
域
が
鑑
賞
上

ま
た
は
学
術
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
が
あ
る
、
②
脅

威
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
動
植
物
の
生
息
地
・
自
生
地

が
学
術
上
保
存
上
顕
著
な
普
遍
的
価
値
を
有
す
る
も

の
、
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
①
自
然
環
境
と
人
と
の
相
互
関
係
が
顕

著
、
②
素
晴
ら
し
い
自
然
現
象
、
ま
れ
に
見
る
自
然

美
の
領
域
を
含
ん
で
い
る
、
③
絶
滅
の
恐
れ
の
あ
る

動
植
物
が
今
も
生
き
延
び
、
重
要
か
つ
意
義
深
い
自

然
生
息
地
を
含
ん
で
い
る
こ
と
、
な
ど
が
選
定
基
準

と
さ
れ
て
い
る
。

ク
マ
ゲ
ラ
、
ニ
ホ
ン
ッ
キ
ノ
ワ
グ
マ
、
ア
オ
モ
リ

マ
ン
テ
マ
等
の
種
の
存
在
、
お
よ
び
面
的
広
が
り
を

持
っ
た
鍛
観
と
し
て
の
ブ
ナ
林
は
、
以
上
の
各
項
に

｡

＝一
－－

白
神
山
地
を
巡
る
現
在
の
状
況
を
整
理
す

る
と
、
問
題
と
課
題
が
重
層
構
造
を
成
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。
①
マ
タ
ギ
道
の
消
失
、
・
壼

羽
壺
鍔
鯏
師
峨
噸
溶
剛
臓
刎
洲
鯏
ご
睡
澤
地
、
塞一

そ
の
下
層
に
当
た
る
課
題
は
、
④
森
林
文
化

の
存
亡
（
自
然
資
源
の
伝
統
的
手
法
に
よ
る

持
続
的
利
用
）
、
⑤
生
態
系
の
保
全
（
ク
マ
ゲ

ラ
・
イ
ヌ
ワ
シ
・
ク
マ
）
、
⑥
オ
ー
バ
ー
ュ
ー
ス
と
山

儒
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
あ
り
、
①
ｌ
④
、
②
ｌ
⑤
、
③
Ｉ

⑥
の
複
式
で
く
く
る
こ
と
が
で
き
そ
う
で
あ
る
。

●
高
倉
森
登
山
ｌ
古
人
の
ル
ー
ト
を
検
証
す
る

さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
包
含
し
て
い
る
白
神
山
地
だ

が
、
北
東
北
三
県
の
中
学
生
た
ち
に
今
Ｒ
の
白
神
山

地
を
丸
ご
と
体
験
さ
せ
る
た
め
、
行
程
が
短
く
、
ア

プ
ロ
ー
チ
が
容
易
な
こ
と
か
ら
、
高
倉
森
で
の
自
然

観
察
登
山
を
行
う
こ
と
に
し
た
。
高
倉
森
は
晴
門
沢

の
左
岸
に
位
侭
す
る
櫟
高
八
二
九
メ
ー
ト
ル
の
尾
根

上
の
小
ピ
ー
ク
で
、
マ
タ
ギ
の
活
雌
し
た
場
所
で
も

あ
る
。
江
戸
時
代
か
ら
高
倉
森
の
南
西
下
一
キ
ロ
に
あ
る

暗
門
の
滝
は
、
意
外
に
国
内
に
知
ら
れ
て
い
た
ら
し

く
、
五
月
号
に
登
場
し
た
菅
江
真
澄
は
、
暗
門
の
滝

を
寛
政
八
（
一
七
九
六
）
年
の
初
冬
訪
れ
て
い
る
。

た
だ
し
、
現
在
残
さ
れ
て
い
る
記
録
か
ら
は
「
高
倉

森
」
の
地
名
は
出
て
こ
な
い
。
記
述
の
経
路
か
ら
推

定
し
て
、
真
澄
は
高
倉
森
の
中
腹
を
通
過
し
た
ら
し

い
が
、
暗
門
沢
出
合
い
近
く
の
マ
タ
ギ
道
斜
面
に
、

合
致
し
て
い
る
が
、
こ
の
「
遺
産
」
を
保
護

保
全
し
、
活
用
す
る
こ
と
も
明
記
さ
れ
て
い

る
C

距
離
は
少
し
あ
る
が
、
向
か
い
合
う
よ
う
に
立
っ
て

い
る
幹
周
り
数
メ
ー
ト
ル
の
ミ
ズ
ナ
ラ
の
巨
木
二
本

に
は
な
ん
ら
触
れ
て
い
な
い
。
真
澄
の
暗
門
紀
行
で

あ
っ
た
「
雪
の
母
踏
太
奇
」
に
は
他
の
古
木
の
記
述

が
目
立
つ
が
、
こ
の
ミ
ズ
ナ
ラ
は
、
二
百
年
前
は
記

述
す
る
に
足
る
大
き
さ
で
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

真
澄
が
高
倉
森
山
頂
を
踏
ま
ず
に
同
中
腹
下
を
通

過
し
た
ら
し
い
と
す
る
根
拠
は
、
「
雪
に
手
を
つ
き
梢

を
ふ
ん
で
や
鼻
の
ぼ
り
、
か
つ
く
だ
り
て
は
、
さ
ら

ふ
か
げ

に
幽
な
る
お
く
山
に
な
り
て
、
（
略
）
此
沢
水
と
踏
懸

の
沢
と
い
ふ
山
河
を
わ
た
る
」
（
菅
江
真
澄
全
集
、
末

来
社
）
の
一
文
で
あ
る
。
派
万
分
の
一
に
は
記
さ
れ

て
い
な
い
が
、
暗
門
一
の
滝
か
ら
上
流
は
フ
カ
ゲ
沢

と
い
う
。
フ
カ
ゲ
沢
に
到
達
す
る
マ
タ
ギ
道
は
、
三

の
滝
経
由
の
別
道
が
あ
る
が
、
ナ
ダ
レ
の
危
険
性
が

高
い
う
え
、
真
澄
は
「
三
の
滝
と
い
ふ
な
ん
い
づ
こ

な
ら
ん
か
」
と
書
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
ち
ら
の

ル
ー
ト
は
否
定
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。

次
号
で
は
、
中
学
生
た
ち
と
の
登
山
の
実
際
を
お

送
り
し
た
い
。

▲暗門沢最奥にあるr－の滝｣。この上流
がフカゲ沢である⑫－林業技術No.6931999.12



今
塗
″
』
●
想
尉
簿
「
一

コ
Ｌ
ざ
恥
鍍
賠
碓
、
二

塞藤潟震勇遼迩溌饒塗篭自禅Qj蝋を瞳饗拳第1掴装
圭青森黛溜幽課総括主幹し．･1－、．．

瞳隠席《二

●
は
じ
め
に

ｌ
マ
タ
ギ
の
地
名
に
寄
せ
て

九
月
中
旬
の
早
暁
、
青
森
市
を

た
ち
、
車
で
二
時
間
半
行
程
の
白

神
山
地
東
部
の
高
倉
森
（
八
三
九

メ
ー
ト
ル
）
を
目
指
す
。
青
森
・

秋
田
・
岩
手
三
県
の
中
学
生
対
象

の
、
「
北
東
北
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ

ト
・
ブ
ナ
の
森
体
感
ウ
オ
ー
ク
」

（
青
森
県
教
委
主
催
）
の
チ
ー
フ
講

師
を
務
め
る
た
め
で
あ
る
。

稲
刈
り
た
け
な
わ
の
平
野
部
を

走
る
。
弘
前
市
手
前
の
国
道
７
号

か
ら
、
気
づ
く
人
は
少
な
い
が
、

岩
木
山
の
左
低
く
向
白
神
岳
が
見

え
る
。
ブ
ナ
の
黄
葉
に
は
ま
だ

早
い
。西
目
屋
村
の
最
後
の
集
落
、
川

原
平
を
過
ぎ
、
一
時
世
論
を
沸
騰

さ
せ
、
白
神
山
地
の
ブ
ナ
保
護
運

動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
旧
広
域

基
幹
林
道
青
秋
線
の
起
点
前
を
通

過
し
、
朝
霧
の
立
ち
こ
め
る
大
川

を
渡
る
。
大
川
は
津
軽
の
平
野
部

か
ら
白
神
山
地
に
入
山
す
る
場
合

の
、
い
わ
ば
ゲ
ー
ト
ウ
エ
イ
だ
が
、

大
川
か
ら
先
の
県
道
は
、
急
斜
面

が
続
く
た
め
毎
年
四
月
末
ま
で
閉

鎖
さ
れ
る
区
間
で
も
あ
る
。
な
お
、

下
流
か
ら
三
の
滝
、
こ
の
滝
、
一

の
滝
の
名
曝
で
有
名
な
「
暗
門
の

滝
」
の
入
渓
地
で
あ
る
暗
門
大
橋
か
ら
先
の
旧
弘
西

林
道
（
現
、
県
道
岩
崎
ｌ
西
目
屋
ｌ
弘
前
線
、
通
称

白
神
ラ
イ
ン
）
も
、
積
雪
の
た
め
五
月
末
ま
で
閉
鎖

さ
れ
る
。

大
川
は
、
白
神
山
地
の
東
部
を
、
中
下
流
で
は
ほ

ぼ
南
北
に
流
れ
て
暗
門
川
と
合
流
し
、
津
軽
の
母
と

呼
ば
れ
る
岩
木
川
と
な
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
岩
木

川
の
源
流
と
さ
れ
て
い
る
。
最
奥
部
は
秋
田
県
境
に

そ
び
え
る
雁
森
岳
（
九
八
六
メ
ー
ト
ル
）
。
現
在
の
五

万
分
の
一
地
形
図
「
中
浜
」
に
は
そ
の
山
名
は
な
い
。

し
か
し
、
大
正
四
年
九
月
発
行
の
五
万
分
の
一
地
形

図
「
中
濱
」
に
は
「
雁
森
嶽
」
は
記
載
さ
れ
て
い
た
。

地
名
の
消
失
、
改
称
、
発
音
の
改
変
は
命
名
に
至
っ

ぺ
い
あ
い
ま
い

た
歴
史
を
隠
蔽
し
、
由
来
を
暖
昧
な
も
の
に
し
て
し

ま
う
。
そ
の
事
例
は
、
旧
国
鉄
の
函
館
本
線
、
信
越

本
線
、
大
糸
線
の
駅
名
に
も
あ
っ
た
。
こ
れ
以
上
の

詮
索
は
本
題
か
ら
逸
脱
す
る
の
で
、
こ
の
論
考
は
ま

た
の
機
会
と
し
よ
う
。

さ
て
、
大
川
最
大
の
難
所
は
「
タ
カ
ヘ
グ
リ
」
と

李
鋤
い

い
う
ゴ
ル
ジ
ュ
（
沢
の
狭
除
部
）
地
帯
で
あ
る
。
両

側
の
断
崖
が
一
○
○
メ
ー
ト
ル
以
上
も
切
り
立
ち
、

二
万
五
千
分
の
一
地
形
図
「
冷
水
岳
」
に
は
、
ガ
ヶ

を
表
す
記
号
が
顕
著
だ
。
核
心
部
で
は
峡
谷
の
幅
は

わ
ず
か
三
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
狭
ま
る
。
陽
の
差
し
込

せ
い

ま
な
い
早
朝
は
、
黒
く
暗
い
岩
壁
が
凄
惨
な
感
じ
を

も
っ
て
迫
る
。
聞
き
慣
れ
な
い
「
タ
カ
ヘ
グ
リ
」
と

い
う
地
名
に
つ
い
て
、
私
は
こ
う
考
え
て
い
る
。
「
ヘ

グ
ル
」
は
山
岳
用
語
で
も
あ
る
「
へ
つ
る
」
と
同
義

語
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
だ
。
ま
た
、
「
タ
カ
」
は

「
高
」
で
あ
り
、
こ
れ
も
山
用
語
で
あ
る
「
高
巻

き
」
、
つ
ま
り
、
行
く
手
を
阻
ま
れ
た
と
き
、
沢
通
し

で
は
な
く
山
腹
に
ル
ー
ト
を
求
め
る
こ
と
に
由
来
し

て
い
そ
う
で
あ
る
。

私
た
ち
は
タ
カ
ヘ
グ
リ
で
は
、
そ
の
年
に
よ
っ
て

水
深
が
変
わ
る
細
長
い
プ
ー
ル
状
の
ゴ
ル
ジ
ュ
を
腰

上
ま
で
水
に
つ
か
り
、
泳
ぎ
同
然
で
通
過
す
る
。
増

水
時
は
奔
流
と
化
し
近
づ
け
る
も
の
で
は
な
い
。
そ

ん
な
場
合
、
マ
タ
ギ
は
ち
ゃ
ん
と
バ
イ
パ
ス
を
持
っ

て
い
た
。
タ
カ
ヘ
グ
リ
か
ら
直
線
で
約
一
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
北
に
位
置
す
る
マ
タ
ギ
の
聖
地
の
一
つ
、
「
常
徳

沢
」
か
ら
の
巻
き
道
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
マ
タ
ギ

の
伝
統
的
な
高
巻
き
ル
ー
ト
で
は
な
か
っ
た
か
と
考

え
て
い
る
。

白
神
山
地
の
マ
タ
ギ
道
の
大
半
は
残
念
な
が
ら
過

去
形
が
似
合
う
よ
う
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
ご
承
知

の
よ
う
に
現
在
、
白
神
山
地
は
そ
の
大
半
の
地
域
が

入
山
規
制
対
象
地
と
な
っ
て
い
る
。
人
に
踏
ま
れ
な

い
道
は
草
に
埋
も
れ
、
水
に
流
さ
れ
道
筋
も
途
絶
え

て
ゆ
く
。

か
つ
て
、
西
目
屋
村
の
暗
門
の
滝
上
流
の
フ
カ
ゲ

沢
か
ら
赤
石
川
・
追
良
瀬
川
を
経
由
し
て
日
本
海
側

の
岩
崎
村
へ
抜
け
る
マ
タ
ギ
道
が
あ
っ
た
。
例
え
ば
、

そ
の
途
中
に
は
「
ヤ
ナ
ダ
キ
沢
」
と
い
う
沢
が
あ
る
。

こ
こ
は
か
っ
て
カ
サ
を
差
し
て
歩
け
た
も
の
だ
。
だ

が
数
年
前
か
ら
、
中
・
西
津
軽
郡
の
郡
界
の
下
り
が
、

ネ
マ
ガ
リ
ダ
ケ
に
覆
わ
れ
、
極
め
て
不
明
瞭
に
な
っ

て
い
る
。

●
白
神
山
地
の
問
題
と
課
題

白
神
山
地
は
、
三
つ
の
タ
イ
ト
ル
保
持
者
で
あ
る
。

今
か
ら
九
年
前
に
は
、
森
林
生
態
系
保
護
地
域
（
一

二
、
六
二
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
に
、
そ
の
二
年
後
に
は

自
然
環
境
保
全
地
域
（
九
、
七
○
七
ヘ
ク
タ
ー
ル
）
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緑i
＝乙一

鹿(緑資源公団錨，①ある国であり続けるために』
r緑の国・日本が真に豊かで潤い

嫁五画｢緑資源公団の発足(平成''年'0月旧)」ご襄吐二
－

の維持増進に資することを目的と

して平成II年10月｜日に発足し

ました。

本公団は，森林開発公団が名称

変更したものであり，森林開発公

団の業務に，行政改革の一環とし

て廃止された農用地整備公団の業

務が継承追加されるとともに，中

山問地域における森林の造成と農

用地，土地改良施設等の整備を一

体的に実施する事業が新たに加わ

り，森林および農用地の整備事業

を効率的に推進していくこととい

たしております。

時代は大きな転換期を迎えてお

り，わが国の農林業，農山村の健

全な発展が求められているなか，

本公団に課せられた使命はますま

す大きくなっていくものと考えて

おります。

わたくしどもは，時代の要請に

対応しながら，農山村地域の振興

発展により大きな役割を果たして

いくとともに,r緑の国･日本が真

に豊かで潤いのある国であり続け

ること」を願いつつ逼進していく

所存です。

I傑震駕溺鱒繍
!況等から見て,二れらの資源の像
；全および利用を図ることが必要と
§認められる地域において，豊富な

；森林資源を利活用するために必要

ボな林道の開設，改良等の事業を行

§うとともに，水源をかん養するた
ョめに必要な森林の造成に係る事業

：およびこれと一体として農用地，

：土地改良施設等を整備する事業を

車行い，もって農林業の振興と森林

；および農用地の有する公益的機能
『r＝一軍｡､－－－－－一筆一一一早一~~一一

－－－－－－－．－ｰ凸ユニ垂一凸一一一画コ

な役割を果たしていることを強調：

している。

森林の公益的機能についても，：

専門家のデータを引用するとともi

に，自ら森林に足を運んで確認し；

ているから説得力があり，非常に：

わかりやすい｡一例を示せば,水：
源かん養機能に関しては，針葉樹；

は広葉樹よりその機能が低いとい：
われているが,著者は，森林開発：

公団(現･緑資源公団)が最初に；

藤蕊鱸繍鍜蜜!‘一
工林に，2回も入って高度に発揮

されている水源かん養機能を確認

し，下流の集落が慢性的水不足を

解消したことに感謝している事実

を紹介している。

本
の
紹
介Ｉ

高田浩一著

変わりゆく日本の山林門
口
匙
二
Ｆ
口
啓
ト
ー
庫
Ｍ
邑
制
Ⅱ
・
や
．
‐
？
、
見
傘
毎
『
ロ
．
星
野
Ⅱ
｜
凡
‐
景
品
岬
．
報
由
字
み
ゆ
や
『
寺
藩
缶
蛋
口
初
汽
与
缶
も

発行所：都市文化社

〒162-0822東京都新宿区下宮比町2－28

飯田橋八イタウン1115aO3(3268)6031

1999年9月20日発行B6判,182頁
定価（本体1,500円十税）

林業関係の書物は一般に，専門るのではなく，林業経営者の生の’

用語が多いうえに，理屈っぽい文声を率直に伝えながら，読者に不

章が多いので，難解で理解するの快感を与えないのは，著者の筆力二

に苦労することがしばしばある。によるものだ。

ところが，「変わりゆく日本の山林業経営に関しては，日本の代

林」は，平易で一般の都市住民に表的な林家を訪ねて納得いくまで1

もわかりやすくまとめられている。取材して，経営者の哲学というか：

8割を超える輸入材の影響で，経営姿勢をルポルタージュ風にま

国産材の需要は長期間にわたってとめているためか，厳しい現況を

停滞を続け，林業経営は極度の苦余すところなく伝えながら，極端

境に追い詰められており，手入れな悲観論に走ることなく，やり方

不足で荒廃する森林が全国的に見しだいで魅力ある事業としての可

られるが，その状況を的確に捉え能性を秘めていることも紹介して

ている。しかも泣き言を並べたている。その前提として,林道が重要
騨塞金姑轆認…唾竃アーー字一千一一・■ご争口■－－審一凸一・－~平…-－一一や噂亀争
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識
騨
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干
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蝿e占貼

発足式での理事長あいさつ

◎組織◎組織

。本所組織

企画調整室，総務部，経理部，

計画評価部,森林業務部,農用地業

務部､海外事業部および23課・室

･地方組織

6支所，8地方建設部，4支社

および53出張所･事業所･調査事

務所

◎業務の案内

①造林に関する業務

・水源林造成事業

②林道に関する業務

・大規模林業圏開発林道事業

③農林業に関する業務

・特定中山間保全整備事業

④海外農業開発に関する業務

⑤農業に関する業務

・農用地総合整備事業

・農用地等緊急保全整備事業

・濃密生産団地建設事業

・旧八郎潟新農村建設事業団

の業務

⑥その他

・特定森林総合利用基盤整備

事業

･NTT･A型プロジェクト業務
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巨木や老木を見るのが好きで，旅先などで機会

があれば，できるだけ訪ねるようにしている。こ

れらの樹木に対面したとき，その大きさや樹齢，

備わった風格に圧倒され，また，これらの木々の

経験してきた時の流れ，そしてその周りでの人の

生活・歴史などに思いをはせる。

これらの木々は，国の天然記念物から市町村指

定の天然記念物までさまざまだが，予想以上の巨

木に出会うことも珍しくなく，うれしくなる。し

かし，最近，こうした出会いを素直に楽しめない

状況が生まれている。それは，行く先々で，人為

的な修復・加工が施されている樹木を見るように

なったためである。かつても，支えきれなくなっ

た大枝に添木をする程度は見ることがあった。し

かし，今日のように腐朽部分を削り，洞を樹脂で

かため，治療（？）を施された樹木は人工的でど

うしてもなじめない。

「木に寿命はない｣とある高名な樹医が言ったの

を覚えているが，どうしても同意する気にはなれ

なかった。貴重な巨木・老木，地域の象徴的な樹

木を後世にそのままの姿で残したいという気持ち

はよくわかる。しかし，人為的な修復・治療の下

で，生きながらえている樹木に素直に感動できず，
哀れみすら感じてしまうのはどうしてなのだろう

か。そこには，風雪に耐え，「俺は生きてきたんだ

ぞ」という「品位」とか「風格」が失われてしま

ったような気がしてならない。人間でも，終末医

療の在り方が問題となり，「尊厳死｣が話題となっ

ている。現代の医療技術の下で，ただただ延命を

図ることが，本当にr病人」の幸せにつながるの

か，との問いは，実は今日の巨木・老木の抱えて

いる問題のようにも思われる。老木・巨木の尊厳

死を私は受け入れたい。それが自然の死であり，

自然な姿なのだから。

日本列島には，幸いにして多数の巨木・老木が

存在し，環境庁の巨木調査によっても，いまだそ

の全容をつかむことはできない。こうした樹木ま

で延命措置の対象にならないことをひたすら願う。

（二ホンオオカミ）

0

老
木

虹
一
Ｆ
』
宇
声
毎
凸
且
い
Ｄ
Ｄ
Ｉ
０
ｌ
訂
■
力
翼
ｌ
ｍ
ｇ
ｐ
－

、
‐
龍
。
堵
．
ｒ
Ｌ
々
凸
‐
、
ｑ
１
魁
埠
野
今
Ｌ
包
む
こ
び
と
巳
ユ
‐
も
０
．
写
生
寺
型

燭
刈
越
心
司
州
Ⅲ
濁
岨
呵
哨
開
削
Ｉ
ｐ
ｉ
Ｉ
６
１
ｏ
園
邪
釧
酎
懇
劃
．
守
櫓
稠
秘
誼
患
浬
門
写
り
，
‐
せ
‐
■
三
野
症
量
唾
・
Ｉ
乳
‐
。
“
■
身
延
再
再
洋
院
則
叩
睡
詩
嘆
喝
戦
獅
開
●
【
・
裳
鵠
迭
馳
喰
輯
釦
肢
蟠
硬
沼
嘩
幽
忌
鍜
甘
辛
鋸
、
、
駕
鯉
唾
・
羽
堺
侭
扮
・
鰹
珂
牌
臨
‘
叔
鯏
・
‐
．
画
、
．
輯
・
・
・
・
‘
川
１
斗
朝
‐
詞

胤
日
目
測
到
創
刷
帥
刷
叩
別
間
節
＆
馴
螺
副
恕
郵
帥
邸
削
」
劉
奴
閃
剖
晦
踊
曲
弓
人
照
．
罷
侭
嘩
守
耐
踊
斡
涌
鴬
祁
蝿
割
踊
罷
憾
軸
認
謬
四
Ｊ
舘
夢
｜
薄
闇
膳
蕊
蕊
搦
罵
蕪
蒋
蹴
蜘
韻
銅
竃
料
零
曹
叩
螂
黙
郷
醗
靴

（緑資源公団企画調整室）
……顕‘恭誤甥入1分、艮塗恥宇･…癖浮名，町醗袋冒舎翠÷宮f卓…‘‐謡,-織零…露毎量冒竺蓉雫室雪雲

著者は，今年の3月に定年退職

するまで，朝日新聞の第一線で健

筆をふるっていた敏腕記者。しか

も，若いときから農山村を取材し

ている，農林業・農山村に関する

数少ないオーソリティーの｜人。

それだけに，森林，林業山村に

対する思いは人一倍強く，林業の

立場からの一貫した論調で貫かれ

ているだけに，林業関係者にぜひ

とも一読を勧めたい。

（広報センターA&F/吉藤敬）
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DNAが普通の言葉として語られ

るようになって，ますます小さな

世界に展開されてゆく。これに対

して，少しも小さくならないどこ

ろか，生態学の対象はさまざまな

生態系を統合した地球規模の生物

生存空間へとますます大きく拡大

している。道具やモノを開発する

桜 態
r、
戸′、

L=とか

！「林学は生態学を基礎としなけに関する事柄を扱ってきた｡とはための科学はﾐｸﾛの世界へ展開
：ればいけない｣,私が生態学といういうものの,生態学では大気や水し,生態学/環境科学は地球規模
；言葉を知ったのは学生時代に友人や物質の循環と浄化能，生物生産へと拡大しているのは面白い対比

iが言ったこの言葉が最初であった。力の変動など自然界のｻービｽもである｡学術会議の吉川弘之会長
蕊囎豊舅繊器篭嚇鶏雛脇鯛f撤難繰騏諾瓶
；ようになった。ところで,生態学持つ度合が増大した今,両者はもらない｡全体を見る科学が必要で
＃の英語のecologyはeconomics(経つと共通の土俵に立って全体的なあると言っている｡そのためには，
；済）と同じ語源oikosから来てい視野からの取り組みをしなければ環境に依存して調和しつつ生産活
：るとE.P.オダム博士は説明していけない，と博士は強調している。動を行う農学を見習う必要がある

；いる｡ギリシヤ語のoikosは家族行政も国民もようやく生態学を基とも言った｡この農学には,もち
：あるいは一家という意味である。礎にするということに慣れてきたろん林学も含まれる。
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；が実際にはeconomistは人々 の活現代の科学を象徴するコンピュの概念が支配していた｡地球規模

:動や物流を扱い,ecologistはほと一夕のﾊード技術の世界はどんどでの環境慧化が各地で蕊在し始め
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森林・林業分野のプロジェクト方式の技術協力等の推移 世界有数の森林国，木材輸入国

であるわが国は，国際協力事業団

(JICA)を通じて専門家の派遣，研

修員の受け入れ，機材の供与やこ

れらを一体的に行うプロジェクト

方式の技術協力のほか，相手国の

政府の技術者等と共同して森林資

源調査や森林管理計画の策定など

を行う開発調査，無償資金協力や

海外経済協力基金(OECF)を通じ

て行う有償資金協力を実施してい

る。

これらの二国間協力を通じて技

術の移転と定着を進め，その効果

を持続させるためには協力内容等

が地域の社会経済状況に即したも

のであることが必要である。さら
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注：各年i月末現在実施中のプロジェクト方式の技術協力等の件数である。
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林政拾遣抄的な生存の権利を入れて，持続の

概念が広く認められるようになっ

た。森林資源をできる限り良い状

態で後代に引き継いでゆくために，

胸を張って説明できるような森林

の取り扱いを本当に私たちはして

いるかどうか，常に自問しなけれ

ばいけないと思う。そして，この

ことが，資源を海外に依存できる

ようになって国内資源の増大にし

ゃかりきにならなくてもよいよう

になった現代で初めて論議できる

ことの意味も十分に考えなくては

いけないと思う。かのE.P.オダム

博士はghostacreageという言葉

で，海外にある日本向けの農林産

物生産地を呼んだ。昔は軍隊を派

遣して確保した土地を，今は経済

力を背景に確保しているため，気

づきにくくなった日本用の土地が

日本の外にあることを意識させた

い，という思惑があるようである。

識蕊鬮続，谷喝

｝

』

‐

Ｆ

尉

則

ｊ

Ⅱ

ｌ

‐

踊

面

■

■

瞳

、

薯

■

Ｂ

低

唾

毎

宙

官

■

凸

■

■

凸

■

凸

殿，通殿（ジュウドノ，ジュウ

デン，ズードノ，ズーデン，ツ

ウドノ，ツウデン）などと呼ば

れて，武蔵野一円に広く祀られ

ていたという2)。祀られる場所

は伏流水が湧き出る水源地や，

その水路によって水田が開かれ

た所，池や河岸のほとりなどで

ある。谷戸地区の農民たちも，

宮山に尉殿権現（現在の田無神

社，保谷市に鎮座する尉殿神社
の前身）を祀り，西光寺（現在
の田無総持寺の前身）も開いた。

尉殿創建の時期は’3世紀の後

半と推定されている。

谷戸公園問題を考え，上記の

事実などを調べているうちに，

700年ほど前にこの地区を開発

した人々の心のよりどころの再

建を思うようになった。かつて

の水の湧き出た地点や水路の周

囲に美しい樹木群や並木を造り，
それを武蔵野（田無と保谷）開
発の歴史を語り継ぐ｢伝承の森」

として,21世紀に贈りたいもの

である。

（筒井迪夫）

前回に引き続き，谷戸地区を

事例にして武蔵野開発の特徴を

考える。

谷戸地区が田無市発祥地とい

う文化的特質は何にも増して湧

水の存在であった。この地区は

隣接の保谷市域を含めて宮山が

広がり，「田無古郷｣と呼ばれて

いたという（田無下田家「公用

略記｣)。宮山の麓には湧水があ

り，その水の周辺に集落が形成
されたらしい。中世末期から江

戸時代の初期にかけてのことで

ある。

その場所は，宮山（田無第二

中),田無市内東京大学演習林を

含む一帯という。この集落の形

成を根拠づけた資料は板碑であ

った。宮山付近から出土した板

碑は22基を数え,その研究から

この付近を「水の神を祭神とす

る上保谷村鎮守尉殿権現と，後

の田無村に分祀された尉殿権現

の発祥の地であった」との推定

もなされている'》･

尉殿（ジョウドノ）とは水の

神の呼称で,r新編風土記｣によ
れば，ほかにも十殿，童殿，頭
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廿に，森林資源の状況，経済発展の

程度，住民のニーズを踏まえ，技

術協力と資金協力の手段を効果的

に組み合わせた国際協力を展開し，

各国における持続可能な森林経営

の推進体制を早期に確立し，自立

的な発展を促すことが重要である。

プロジェクト方式の技術協力分

野は，開発途上国が抱える多様な

問題を反映して，熱帯地域での天

然林管理，人工林の造成，森林火

災対策を含む森林保護さらに社

会林業（地域住民の生活福祉の安

定・向上等を目的として住民が参

加して行う林業）の推進，林木育

種等多岐にわたっている。

平成l1年1月末現在で，アジ

ア・太平洋，アフリカ，中南米地

域の17カ国で22件が実施されて

いる。
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鱈#静|溌職獲譲’壗恥脂瀞’ 壗蝋腸識厚|漁猟鱈藷’溌蝋驚蕊’
演習林報告第15号

平成11年3月筑波大学農林技術センター
．'．”‘"：

(論文）‐

DAStudyonContractTreeFarnfinginThailand

タイにおける契約造林に関する研究

バームサック・マカラビロム，餅田治之

ロ暫定耕作権付与地域における社会経済構造の変容
”．：．．．.:．．．

－タイ鞠|リフアイチヤン森林村あ難例分析一
．”5.．ミ･;..‘．；．

：佐々氷太郎餅田治之

ロ国産材縮小地域における素材生産の椎造変化

一静岡県阿倍川流域における87．96年調査から一

砂坂元幸

国ハイマツ群落の葉鰯椛造，特にその表面機造につ

いて．
;":::i

荒木眞之

ロ薩摩黒島の森林植生

_I二條隆志，袴畷伯領，清水明子

DForestSandForestryinKenya

ケニアにおける森林と林業

．ルバンガ・マガンfジ，餅田治之

ロ静岡県井川地域における爬虫・両生類相

ロ筑波大学農林技術センター演習林気象報告（1997

年）

川上演習林，井川演習林，筑波苗畑

演習林報告第80号

平成11年3月九州大学農学部附属演習林

口移植にともなう樹木の通水抵抗の変化

作田耕太郎，玉泉幸一郎，齋藤明

ロブナ科。ナラ属のクヌギ(QuercUsacutissima)

とコナラ(Quercussel･rata)の葉の寿命の庇陰と
鷺

施肥に対譲謬反応(英文)¥!｡j｡jJ

ロブ談科。我ラ澱のクヌギ(QuerCilSacutisSima)

とコナラ(Quercusserrata)の分枝形態の低照度

と施肥に対する反応（英文）

ジョージ・バニュス，玉泉幸一郎，齋藤明

ロマツノザイセンチュウを接種したクロマツにおけ

る部分赫泌の発生と成長への影響

川口エリ子，玉泉幸一郎，齋藤明

研究報告第37号
蕊蕊:≦

平成11年6月鳥取県林業試験場!:【
■&qごq“｡､クワリグ,ロ周回

（ 論文）,･癖挙.潟:巽

ロタワーヤーダ作業の分析一集材功程について－

藤田亮

ロ鳥取県における最深積雪深分布とスギ人工林の成

績について

前脳雄涛"f
･･･,時.球､:~・;･蔚.

画20年を経過したスギ精英樹クローンの成長ど樹．′
ii

…幹特性について一樹幹解析によって得られたク

ローンの成長と樹幹形賢－

植田幸秀，玉木擬
･ず．、

画野鳥を利用したマツノマダラカミキリの生物的防…
--1毛､ﾛロ.且.ご"R･』･

除一巣箱架設前後における鳥類群集比較一;:撫蕊,＃
:ー:.;､､日』:無~~‘．“
‘唱,,悪2.:-ﾐﾆ

井握牧雄掛
一･･合､.：

ロエヅウコギ種子の形質と発芽促進::二

谷口紳二，有吉邦夫

園鳥取県産材の木質構造部獄としての性能(1)－号ス
：ヨー‐‐‐

ギ間伐材による構造用集成材の製造について一:§

,""IIII-",nL-k-xIz"･"¥f.i原明＃腿!》‘，jゞ‘‘．．.・・・::．

（短報）:‘:'ゞ ,"!.;:駕灘
画BAP散布処理によるアカマツ接木苗からの

シューI､伸長誘導

池本省吾

回狩猟者へのアンケー|､調査による鳥取県の大型獣

類の生息分布の推篭：§;:“
，，f

西信託”

研究報告第27号

平成11年6月山形県森林研究研修センター

ロ秋採取したタラノキ保存穂木からの植物体再生

”､::…中村人史,三浦置美澱、
．、：､が..‘

画多様な樹種による海岸随災林造成方法の研究

(1)一海岸防災林の造成に関する植栽樹種の初期

生長特性一

伊藤聡

口産業用無人ヘリコプターによる松くい虫被害予防
”.］§

の ための空中散布の効果鴬
辮藤正一，伊藤聡

★ここに紹介する籏料は市販されていないものです。必要な方は発行所へお問い合わせくださるようお願いいたします。
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弾無中～
12.3]締切
|刑仙中～
I.112年3月

11．25～3△31

細国土緑化推進機柵（東京都千代I川X平河川2･-7-5a03-3262-8451)/*
I玉|各地/F緑の葬金｣迩鋤等余凶|『概祭や全飼育樹祭に代表される国土緑
化述動に対する支援キャンペーンとして緑化推進プロモーションを行う。
(阯I本械木協会(NUi(郁港催赤坂6-4-22a03-3586-7361)/緑化樹木の
生雄・流通業の経常街対雛。獅細は剛M背にお間し､合わせください。
㈹全阿林業改良背波協会･全l鄭I林莱冊究グループ連絡協議会（東京郁港区
赤坂1-9-13三会炊ビル公03-3583-8461)/林業グループの活勅の活性化
と林業後継荷の養成硴保を同る。
トヨタI含i動:申㈱（愛知県挫milfI､ヨタlllrl蘇地壷0565-28-2121)･MI､ヨ
タ財団（東京都新宿IX閥新宿2-1-1新柄三井ピル37階壷03-3344-
1701)/トヨタ自動車(燗ホームページサイI、(1,ttp://Www.toyota.cO.
jp/),"トヨタ財団ホームページサイ1、(hLtp://www_toyotafound.or.
ji")/「自然の森」とr街の森」から，地球温暖化防.止を考える～森林演
源の活川･環境のありノj～をテーマとし，インターネットを,使った意見交
換の場を識ける。
東京都および1J本木_E機械協同組合(共仙)(江東区木場5-3-8a03-36K13
-0531)／募集内容は3分野。第1部アイデア募集はテーマA:r未来の木
｣倉磯械｣，テーマB:「未来の恢宅｣。第2部として木工作品コンテストを
行う／未来の木_E磯械は竹黄源，商効率などを目指した木工機械の開発，
未来の住宅は少子高齢化が進む中での将来の住宅のアイデア,木工作IW!コ
ンテストは新しいアイデアのデザインの造形を募染。
宮崎蝿（樹崎市橘通束2-1()-1林務部l11村対策室恋0985-26-7166)/宮崎
ｿ崎雅済挫業協同組合連合会茶流通センター(aO985-31-2305)/生産群の
総合的な碓雁意欲の高揚と姫ﾉ唯技術やIV慨の向上を図り,消蜜の砿大を進
め，生しいたけ生旅打の継僻の安定に管する。
91)kH本11l休会(港鰹赤坂1-9-13三会‘戦ピル公03=3587-2551)・0I＃艇林水
脹奨励会／石埴記念ホール（三会蝋ビル91勝)／地形急峻で多雨なわが国
の水系は生産責源を鴫錠し肋ly(物をはぐくみ個有の景観を形造ってきた。
1I1地から海洋に至る生態系が水を通して行磯的につながっていることを
"1''1研究者の成果を迦して実感し､挫林水産梁各分野が一体となって水系
を考える端緒とする。
全圃木材協同組合連合会（束噸部千代111区永田町2-4-3永田町ピル念03-
3580-3215)/協同組合秋111県北木材センター（大館市川、字'二野101-
1>／国有林材から生瀝された優良な製材品の販路拡大および協I司組合の
共l可事業の拡充を図ることを固的とし,併せて地域製材工場の技術水準の
向l:と統一的各付方法の定将に萱する。

1､IIINKGREEN－考えよ
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秋田 優良国産材製材品腱誠会
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1.7～2.2801011本木材総合惜報

5595)／コンクールのメ
る？凶雄材（一般材）』
合川!化，効率化には加
上群を含む）覗業実細
；｛i効に活川し，安定的
紹介する。全国規換で

催団体／会場／行察内容等
"5IIJI国産材供給システ』
催良T1T例コンクール

本木材総合情報
)／コンクールの》
凶雄材（一般材）
化，効率化には加
を含む）覗業実綴
に活川し，安定的
する。全国規換て

全腫I 罰合怖報センター（東京郁文京区俊楽1－7－12盆03-3816－
'一ルの対象となるリ{柴体は次の用件を術えているものとす
一般材）供給の合1I1化，効率化に寄与していること（供給の
‘上には加工股1階における拠品の付力11価値の向上,生産性の向
事業実紙を布していること｡／全国各地で地域の森林資源を
,安定的な供給に取り細んでいる艇良な票例について，表彰
国規換での木材礎定供維システムの械築の促進を閲る。
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〈日林協催し等の募集のお知らせ〉
日林協では，林業技術の向上・普及を図るべく，毎年次の催し等を開催し，審査・表彰
等を行っています。募集が始まっているものもあり，各支部におかれましては推薦等ご準

備ください。照会等は，日林協総務部まで。

,罵聡回:《総業錬総賞ルル“＃'蕊蕊濃簔礁鰯鞭撫鰯騨燃鵜慧蕊蕊轆晶
林業技術の向上に貢献し，林業振興に多大な業績を挙げられた方に贈られます。本賞は，
半世紀近くの歴史を重ね，林業界を代表する賞のひとつとなっています。

鰯,第46廊鮒業議術割勢読驚膳撫蕊驚議議議鍵醗燃蕊鯛蕊灘議灘嬢戦；
わが国林業の第一線で実行・指導に従事されている技術者の，業務推進の中で得られた
成果や体験等の発表の場として本コンテストを開催しています。

－

第11回X学生赫業技術研究論文。蛍羨瀦騰》
●夫挙支部長推薦［締切：平成12年3房乳5窟:儲定)］

林業技術の研究推進と若い林業技術者育成を図るため大学学部学生を対象として，森
林・林業に関する論文（政策提言も含む）を募集しています。

第4回(平成32隼園驚臼林協学術研究奨励室》勤成ﾃｰﾏの蟇慕篤簔祁ツi
募集要綱は，本号15ページに掲載。［締切：平成12年2月29日（必着)］

鐡楓燕森藤義裁業雲真鐵ジﾀ割鰯総雲馴今回鵬徹蛎熊議胤識織
募集要綱は，11月号23ページに掲載。［締切：平成12年2月29日（消印有効)］
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林業技術平成11年-1999年（682～693号）

総 目次

壇
一

同冊

南方再び林業の生き残りを同指して康

国有林に期待する大西和男

ブナの森から北村昌美

83個の国民の意見一森林計画の合意づくりへの歴史的な第一歩木平勇吉
広島県の森林・林業を考える広島県の森林・

林業を考える会

九州におけるこれからの森林・林業・林産研究の展開鷲見博史
災害情報の住民への提供鈴木勇二

もつと多くの人に情報を－「木のなんでも相談室」10年の歩みから筒本卓造

野生動物と「緑の回廊」 三浦慎悟

流域への提言一市民の森づくりプラン穂積亮次
森林作業の現在から未来へ 酒井秀夫

解説
特集地球温暖化問題への対応

地球規模の気候変動棚間道夫

地球温暖化防止に向けた世界の動向とわが国の対応井上幹博
ブエノスアイレス会議速報赤堀聡之
CO2問題と森林・林業・林産業の研究展開堀田席
木質バイオマスの利用によるCO2の削減策とその社会的効果
一スウェーデンの事例を参考に小島健一郎

特集生物多様性の保全と森林の取り扱い11
生物多様性を考える竹谷昭彦

報告“マツ林の保全とマツ枯れに関する国際シンポジウム”から

1.全体シンポジウム
基調識演とパネルディスカッション金子繁

11.分科会とエクスカーション相川拓也・前原紀敏

特集今，国有林では
新たな国有林野事業の展開に向けて長江恭博
国有林に期待する粥川眞策

［森林管理局では］
I.北海道森林管理局／北海道国有林の過去・現在・未来小原正人
11.関東森林管理局／関東森林管理局における旧前橋営林局
管内|對有林の今後の方向と課題織田央

Ⅲ、四則森林管理局／四国国有林と抜本的改革鶴園重幸
試験研究フィールドとしての国有林の活用
一国有林と森林理水試験地利用の沿革真島征夫
参考：森林管理局別森林管理署等の組織名称（平成11年3月1日組織変更）

予算平成11年度森林・林業関係予算（案）の概要武田祐介
特集樹種特集／ヒノキアスナロ（ヒバ）
アスナロ（ヒバ，アテ）の分布・形態・生態山本進一

ヒバ施業実験林の歩んできた道工藤悦郎

能登のアテ林業一施業の歴史とこれから石下哲雄

能登ヒバ（アテ）を主体とした県産材の活用雌進に向けて番隆司
青森ヒバ油の不思議一特質と利用齋藤幸司
あすはヒノキに？－ヒバの名前の由来内山康夫

特別寄稿
アゾレス諸島における19世紀以降のスギ林分の経緯（上）

カーラ・ファリア／マリア・ヘレナ・アルメイダ
訳・日本林業技術協会国際事業部

掲載の経緯について田島正啓
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特集第110回日本林学会大会短信（会場：愛媛大学農学部ほか）

私の研究発表聞き歩記(あるき）

|螺鑿鰄雪瀞騨灘騨葺職M鑑

686

I
特別寄稿

アゾレス諦島における19世紀以降のスギ林分の経紳（~ド）
カーラ・ファリア／マリア・へ

訳･R本林業技

特集これからの林業機械

林業の機械|淵発・普及の現状と関連施策

北海道における林業機械化への取り組み

宮崎県における林業機械化への取り組み

Wl1l県における「高性能林業機械化チーム」の稼働システムについて
メーカーから見た高性能林業機械等の|淵発

メーカーから見た高性能林業機械等の開発

林業機械を中心とした林業経営を支える人材について

森林総合研究所における林業機械関連研究・開発の現状

特集木の皮を探る
樹皮の不思議一見えざる幟造と働き

樹皮を祷る文化一ア‘ソトウシの世界

オオヤマザクラなど－樺細工

メグスリノキー健康飲料等の開発

榊皮:降

紳の樹皮を侵す4種の胴柚病

樹皮と森林害虫のかかわり

速報
『森林。林業・木材産業基本政策検討会』報告の概要

焦点

森林資源モニタリング調査の実施について

特集生物多様性の保全と森林の取り扱い1I1
多様性を求めた森林施業の先駆一束大北減の林分施業法

天然更新における多様性の維持一伐採前掻き起こし
生物多様性の保全を同指した森林管理に|側lする研究動向

一これまでとこれから

同然に近い山づくり－私の「生物多様k」への思いと実践

特集間伐材の利活用をめぐる最近の話題
京都府における小型木製治山ダムの導入

IHl伐材強化桁の開発とカンキョウ橘の誕生

木材を使った水辺環境の再生工法

施工後40～80年が経過したヒバ材えん堤の現況について
森林土木事業等における間伐材製品の利ﾊ]について

間伐材を使用した土木工事用パネル『IH1パネ君』

球麿川流域間伐材利用協議会について

－熊本県における「森を育む川づくり」の取り組み事例

解説
治山技術基準〈総則・山地治山事業〉の故.llﾐについて

ヘレナ・アルメイダ

技術協会剛|際那業部
686

北村｝､1三

北川越雄

大演充

川邉敏正
前尾英実

三ツ橘誠
白川哲也

柴田順一

687

687

687
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687

687

687

687

吉田和碓

手塚燕

佐々木佐年

池田勝煎

後藤佐雅夫

河辺祐伽

牧好俊一
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688
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688

688

688

689

689瀬戸寅久

木佐貫博光
佐藤創

690

690

卓男
光治

長池

橋木

690

69(）

砿
昭
淌
孝
博
茂

治
二
治
司
蒋
美

浪田

大河原

柳井

唐牛
藤井

安藤

691

691

691

691

691

691

大岩禎一 691

林野庁計画課施工企画調盤官室

特別寄稿

対談：森林・林業。木材産業の基本政策
一検討会報告のレビューと法制試案手束平三郎
特集森林動物11
‘勵獣保談法の改正守「l典行

野生励物との共存一「千葉県野生猿保謹榔理計Iili」の概要堀田義昭
：柵井県におけるクマ対策一クマによる被害の災態と対策勇上俊ll召

691

692

692

692

692
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獣害防除の民俗

ニホンジカを徹jII!するための仕組み

特集イチョウ
イチョウの分類と特徴

イチョウの内部組織

アイソザイムでイチョウの伝播経路を探る
イチョウといえば大阪は御堂筋

車社会の並木いろいろ－イチョウと街路樹考
銀葉の葉に秘めた恋一ゲーテの『西束詩糒』から／イチョウこぼれ話し

野本
堀野

寛
眞

２
２
９
９
６
６

一
一

孝
智
義
孝
徳
正

河
藤
津
伊
平
占

腺
井
村
藤
栗
、

行693

之693

彦693
夫693

雄693
彦693

新年のごあいさつ 三澤毅

第45回(平成10年度)森林･林業写真コンクール優秀作品(白黒写真の部)紹介
総会報告（棚||本林業技術協会第54回通常総会糀佇
新任のごあいさつ 弘！P義夫

く第45回林業技術賞業績紹介＞
国産針葉樹の難燃化処理技術の開発・製造に桃わって伊藤彦則

渓畔林の更新機椛の解明とIIj生に関する研究およびその普及崎尾均

広葉樹林の造成．保育技術に関する研究とその普及横井秀一
菌根性きのこの栽培技術の開発とその普及太冊明
く第10回学生林業技術研究論文コンテスト要旨＞
小学校における森林・林業教育のための副教材の|)'1発l三野ますみ
カワウのコロニーにおける森林の衰退に|淵する研究藤原里美
硬度・土質の異なる土壌におけるベニカナメモチの

成長に及ぼす迦気と施肥の効果大越美香

玉川大学弟子屈演習林におけるカラマツおよびグイマツの
ニホンカラマツヒラタハバチによる5年'二Iの被害実態興津真行

夏季から秋季におけるアマゴの餌資源としての
陸生無脊椎動物利用様式について鶴田大介

森林経営支援システムの椛築-GIS(Al･cView)と
システム収穫表の統合今村光晴

桜島におけるマツノマダラカミキリの生息､状況編山間作
く第1回『日林協学術研究奨励金,I助成対象研究成果の報告（概要)>
湖畔域における木本極rの河川綱を通じた流下･滞紹過程に関する研究荊池俊一
森林地域における職雪の化学的性質と融雪期の水質形成過程の解明LI』剛誠
環境ストレスがマツ材線虫病の進展に与える彩靭洩井英一郎
安定したマツ林生態系とは一抵抗性品種導入に関連してmil丸祥大

く第45回林業技術コンテスト発表要旨1＞
ミズナラ人工iぐ雛林分の密度管理（第2縦）馬上千恵
林業磯械路線作設技術実証について越智慎吾
亜高山帯育成天然林施業の保育試験宮地源治・武藤敏雄
大畑ヒバ施業実験林の現在までの施業と今後の取り組み方向春日正人・浅沼芳文
網走西部森林徹;理料西紋別支署管内における洞爺丸台風

被害跡地の現状と今後の動向について菊地亜治
ミズナラ天然木の資源碓保に関する取り組み本川秀樹
モデル間伐実証事業（線状間伐）の実施について本llI雄二・波辺香織
セメントモルタルを使用した航空実播工について板倉寿美次・橋本仁志

低コストを目指した効率的な作業道作設技術の確立（第1報）藤本靖明・池田文雄
く第45回林業技術コンテスト発表要旨2＞
モーターを利用した枝打ち機の考案について平川一利・井上重徳
新規火山灰堆猫地におけるトドマツの束植えの成長過程（第2報）
および今後の取り扱いについての検討伊藤研吾・大場常義

「継井沢野鳥の森」の森林施薬について三I蹄文雄・伊豆裕之
スギ長伐期施業林における穿孔性害虫による〃鵬!#洲在
一ゴトウヅルとコウモリガのかかわり福司一･久・若松喜美治
緑化工事におけるシカの被害対策工法について竹之内政勝・中村一美
簡易な測樹のためのr材蔽スケール」 田中駿一
菌床シイタケ栽培現場におけるナガマドキノコバエの

シイタケ子実体食害とその防除の試み荊尾ひとみ
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玉木克溝
戸村文彦・青山魁太郎

知床IIIIII(羅臼町）におけるエゾシカの食害について
IﾘﾄIX森林管理署管内のシカ対策について

69(）

690

随 筆

自然・森林と文学の世界22～24
22.R.フロストー雪のタベ森のそI:にたたずんで

23.幽谷退三一『ｾﾙー ﾝの博物錨に禅げた一生
24.堀辰雄－たといわれ死のかげの谷を歩むとも(力縦回）

｢北の森◇北の風」通信
Ko.1縄文につながるナラ林文化…
N().2海峡に引かれた一本の線…
N().3中津軽小さな旅
N().4水無月を考える
N().5ねぶた'雄子を聞きながら－節llul

最新・細心・海外勤務処方菱
lコミュニケーション：ハードウエア細
プロジェクト関係者の座席11職樹

2.コミュニケーション：ソフトウエア細
ハードなくしてソフ1，なし

3．プロジェクトの概念･手法：その1
CommunityfOrestry

4．プロジェクトの概念･手法：その2
何をどれだけ提供するか

5．プロジェクトの概念･手法：その3
ジェンダーと貧困

久能木利武

682

683

684

=I二藤樹一

ねぶた聡子を聞きながら－第2回
ねぶた雌子を聞きながら一第3回
ねぶた畷fを聞きながら－第4回
'l'学生たちと向神山地をゆく－第1回

６
７
８
９

０
０
０
Ｏ

Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

690

691

692

693

685

686

687

688

689

永II伊知郎

6.プロジェクトの概念･手法：その4
プロジェク|､は,ネパールの111村
社会をどのように変えようとし
ているのか

7.生活綱：その1戴候,健康,病気
8.生活綿：その2食料調達・食事
9.生活編：その3余暇と趣味，住居
10.番外編：秋篠宮殿下･同妃殿下ご訪問
11.最終iml:モデル森林とは:2年9

カ月を振り返りつつ

683

684

685

686

687

688

689

690

691

692

693

技術情報682683684686687689690692693

林業関係行事一覧682683684685686687689690691692693

グリーン。グリーンネット

山I｣県支部『大いなる黄河へr緑の撒河友好林｣植樹ボランティア交流I寸|』683東北森林管理肺青
森分局支部『青森ヒバを使った寺院建築』685茨城県支部『新県jj:舎オープン!｣687大阪府
支部『つこて〃おおさか河内材｣』689森林技術総合W確所支部r小学校教職員を対象一森林環
境教育研修の実施』691埼玉県支部『きのこの森づくり』692緑資源公団支部『緑の国･日本
が真に豊かで潤いのある国であり続けるために一r緑資源公団の発足」（平成11年10月1日)｣693

統計にみる日本の林業
間性能林業機械の保有状況682林家の林業経営の動向683木材（用材）需給の動向（平成
9年）684世界の木材消践の動向685開発途上|韮|における森林の開発･造成686林業
への新規就業者の概要687雌近のヒノキ材価格の動き688優れた自然環境を守る国有林
卿堺業の保護林制度689進むプレカット化69(）素材禰要:11t･供給最の推移691製材
上場数等の動向692わが'』|の二|]I1間森林・林業協力693

林政拾遺抄
l隣会館682水源の村683六甲111684榛名巨万ダム685飛鳥川水源の森686
風景分収林687森林文化教育688林試の森689自然堤防690戸隠111691
谷戸公園692谷戸公園(続）693

田中和博の5時からセミナー1～6
自然環境モニタリングネットワーク椴想682バイオリージョン683ギャップ分析684
モデルフォレスト685利得腱と満足度686選択的I訓的税687

桜井尚武の5時からセミナー1～6
ちょっと前の森林生態研究688生態学背は自分で納得してデータを取る689生態学村は
何でも詳しいみたいだ690よく似た温帯林,北方林,lll:界は1つを実感する691生物多様
'桃って何だろう692今どきの森林生態学693
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本の紹介
『日本の樹木種子』広葉樹編（勝田『諸外国の森林・林業一持続的な森
柾・森徳典・横山敏孝共著）浅川澄彦682林管理に向けた世界の取り組み』
『開発は誰のために－援助の社会（日本林業調査会編）坂口緒吾687
学・人類学』（マイケル･M･チェル『渓流生態砂防学』
ネア編“開発援助と人類学”勉強会（太l1l猛彦・高橘剛一郎編）北原IW688

訳）富|崎宣光682『水と緑の国，’1本』（篤山和子著）
『文科系のための環境論・入門』（瀬木村I情方688
戸昌之・森川靖・小沢徳太郎著）『森林立地調査法一森の環境を測

商橋邦秀683る』(森林立地調査法編集委員会編）
『地域生態システム学』（東京腱工大井出雄二689
学｢地域生態システム学」編集委員『樹木医学』（鈴木和夫編著）小林一三690
会編）箕輪光博684『森なしにはいきられない一ヨーロ
『アメリカ林業と環境問題』（村胤山ツパ.自然美とエコロジーの文化史』
直編）加藤隆684(J.ヘルマルト編著／山縣光帥｛
『択伐林の描造と成長』（梶原幹弘訳）臼井寛690
編著）野々田三郎685I･Le('senjoy－誰でもできるサン
『エゾシカを食卓へ－ヨーロッパ デー森づくり』(加藤正人著）中川亜年691

に学ぶシカ類の有効活用』(大泰司『ウッドチツプ新用途－こんなに役
紀之・本間浩昭編著）小泉透686立つ水のチップ』(M林業科学技術振
『林業の新しい潮流』〔林業改良普

及双書'31〕(白石善也著）吉藤敬686磯電)《H本の山林』(薦聞浩一
金谷紀行692

著）古藤敬693

こだま

地球温暖化も人類史の一コマ？682絵に杏いた餅？683ある111村の生きる道は684

森林情報の行方685不在村森林所有者の一人として686111'IIIIを見つけよう687『林

業技術』は敷居が高い？688慰者の戯言689後継者育成中690森の歌691枕木
一マクラギ？692巨木・老木に尊厳死はないのか？693

会員の広場
造林者の立場からⅨ佐藤彦－683長江(揚子江)は黄河になってしまうのか？-1998年の大

洪水を顧みて王長富686友人の父の死（故小沢今朝芳氏）佐藤明686マングローブ

林の海草料理北村昌三686イリアンジャヤより愛騰山国有林を望む飯山泰子690"間

伐診断システム”を開発西森派信691簡易な樹高測定器の考案-N式測高板仲田貴三
691悩戸照査法試験林の成長について青柳派災692

緑のキーワード

市町村森林整備計画，森林管理局(署）682地球環境と砂漠化683森林の減少･劣化と地球

環境684世界遺産685緑の回廊686バイオマスエネルギー687森林･林業･木
材産業の基本政策689木造住宅の解体690木造住宅と健康691なんとなくいいもの
一木炭692下がり続ける立木価格693

新刊図書紹介68268368468568668768969()691692693

その他

日林協催し等の募集のお知らせ

第3回《日林協学術研究奨励金》募集のお知らせ
投稿募集のお知らせ

平成11年腱技術士第二次試験（国家試験・林業部IIIj)のお知らせ
日林協催し等の募集のお知らせ

第110回'二1本林学会大会のお知らせ

平成11年度技術士第一次試験（国家試験）のお知らせ
2005年日本国際博覧会国際アイデアコンペ・募集

平成10年度林業技士養成講習合格者

㈱日本林業技術協会第54回通常総会関係行事のお知らせ

⑭－林業技術No.6931999.12
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第45同林業技術賞受賞希の発表

第101ni学生林業技術研究論文コンテスト受賞者の発表

第3回rH林協学術研究奨励金」助成対象者決まる
第46m森林・林業写真コンクール入選者の発表

㈱日本林業技術協会第54同通常総会関係行事のお知らせ

平成11年度林業技士養成識習・登録のご案内

平成11年度森林インストラクター資格試験のご案内

第45kHI林業技術コンテスト受賞者の発表

第50回全国植樹祭・第28回全国林業後継者大会開催

ll林協支部連合大会のお知らせ

平成11年度（第221nl)『空LI｣写真セミナー』開催のご案内
特集テーマに関連したご意見募集

第1回水と森，住まいの詳織フェア開催のご案内

投稿募集のお知らせ／『森林航測』188号刊行のご案内
第47inl森林・林業写真コンクール締切日変更のお知らせ
人工林林分密度管理図（俊刻）のお知らせ

日林協支部連合大会のお知らせ

緑資源公団組織略I叉｜

青年海外協力隊平成11年度秋の募集

第47回森林・林業写典コンクール作品募集要領
ll林協コピーサービスのご案Iノゾ

平成11年l災森林総合研究所研究成果発表会|淵催

平成11年度（第22回）『空中写真セミナー』開催

tl本林業技士会第19同通常総会開催

第23Inl全国育樹祭（大阪府）開催

平成12年度・第4回r日林協学術研究奨励金」助成テーマ募集

｢日林協けやきの会」開催

『森林航測』第189号刊行のお知らせ
2000年版『林業手1帳』『林業ノート』1:ﾘ行のお知らせ

｢緑資源公団組織略図」

､で，アミ掛けを外した

686

686

686

686

686

686

687

687

688

689

689

690

690

690

691

691

691

692

692

692

692

692

692

692

693

693

693

693

693

緑資源公団組織略図
[訂正とお詫び］

11月号(No692)の11ページに掲載しました「緑脅

のアミ掛け部分に不適切な箇所がありましたので，

図を再掲しお詫びいたします。 [編集部］

匿二罰麓’

緑資源公団

〒102-0094東京都千代田区紀尾井町3-29

福田ビル

"03-3222-1211(代表!)FAXO3-3222-1455

芝公園事務所

〒105-0011東京都港区芝公園2-4-｜

秀和芝パークビルB館

a03-3433-0171(代表)FAXO3-3433-5465

『 ’’謬鍔馳諏麺潅“…企画
調建

型“…
＝………査設

肺而肺「H事事

講監#農謄調企扇業;設幌遭蕊督曽計
萱i懸圃地務調衝林壜企対慢画会舅篇算員事驚

金理理

潴備計整設画策計二一
室課課課課課謀課課課課課課課課課課課課課舅課課

一支所(仙台･東京･名古屋･大阪･岡山･福岡),地方建設部(北海道･盛岡･福島･岐阜．
松江･広島･高知･宮崎).支社(北海道･東北･西部･九州）

林業技術No.6931999.12-⑮



◆｢森林航測」第189号12月下旬刊行／（本年度第2園刊行）
B5判･24p･年度3回発行定価（本体570円十税)･〒別

必男／－kロハ旧S鐡舅'難度7/77の東京重力…，
●行政における森林GISの現状と方向性･･松本光朗（森林総研）●オルソフオトを利用した

分散型スギ資源の現存量推定…神岡久彰(ミクニ屋）・次世代型デジタル撮影システム･･･阿部
伸(LHシステムズ）●＜緑の付せん紙＞北海道自然環境保全サポートシステムの開発-GIS

を活用した自然環境保全の取り組み…金子正美(北海道環境科学研究センター）。＜緑の付せ

ん紙＞自然現象の解明は丹念な観察から一自分で作ろう連続撮影カメラ装置…中北理(森林総
研）●〈紋様百態特別編>IKONOS衛星画像データ1m解像度画像例(モノクロ)[東京霞

が関付近](日本スペースイメージング㈱）・＜デジタル時代のワンポイント地図学＞5ラ
スタ地図データのいろいろ(2)･塚原弘一（日本建設情報総合センター）

◆2000年版「林業手帳』「林業ノート』が刊行／
●新しい年を記す2000年版r林業手帳』r林業ノート』･･会員の皆さまには只今お届け中。
●r林業ノート』巻末資料には，［森林管理署等の新組織名称］（|日名称との対照付）を収載。

●『林業手帳』巻末資料には，最新の統計･業務資料のほかに，［国有林新組織関係資料]を収載。また前

年版より・林業関連の学校一覧＞には，短期大学・農林系高校が収載されています。

◆日林協公募等の締切が迫まっています。ご照会等は総務部まで。
◆第4回《日林協学術研究奨励金》助成テーマの募集締切:平成12年2月29日（必着）
※詳細は，本号の15ページをご覧ください。

◆第47回《森林・林業写真コンクール》作品募集締切:平成12年2月29日（消印有効）
※詳細は，前月号(23ページ)をご覧ください。（今回募集から締切日が早まりました｡）

識
耀 |協艫|会艤|の|鍵lう灘ご|譲りきI ’議蔦

◎海外出張（派遺）

11/8～12/18,大平課長代理,111

口技師,広域熱帯林寅源調森,ネパ

ール。

11/10～19,渡辺理事,11/10～24,

胤村次長，志賀職員，熱帯林管理
情報システム整術認業，ネパール。
、林業技士養成講習スクーリング
研修

11/29～12/3,於本会,林業機械
部1111を（前）筑波大教授・鈴木]ピ
之氏ほか5名を荊師として実施。
8名受講。
◎調査研究部関係業務

11/2,於栃木県栗lll村,「ネズコ

大木移植計、樹立委員会｣。

11/9,於本会，「アカガシラカラ

スバト希少野生動植物種保護管理

対策調査」委員会。

11/12～皿,於愛知県犬山市,｢住

民参加による地域での生物多様性
保全手法調査」第2回委員会およ

び現地検討会。
11/15～17,於徳島市，「水源地

森林機能研究会」第2回委員会。
11/17～18,於山梨県早川町，静

岡県静岡市「農村地域の資源管理

のための上下流連携システム（森
林保全）にI%lする調査」現地委員
会。

11/29,於本会，「保安林指定基

準作成調査」第1回検討委員会。
◎熱帯林管理情報センター関係業

務

11/5,於木会,「熱帯林管理情報
システム盤備輔業｣平成11年度第

2同調査等委員会。
◎番町クラブ11月例会

11/19,於本会,｢今,なぜベンチ
ャービジネスか」と題して新日本

ファイナンス㈱取締役社長・徳永
忠匝氏の識演および間疑を行った｡

◎人事異動（11月30I~1付）
定年退職主任"f究員桜田誠

I訂正とお詫び]11月号(N(1692)の11ページに掲IIMの「緑資源公団細細略1列」
の中のアミ掛け部分に不適切な箇所がありましたので訂｣ピしてお総びいたしま

す。訂正I剣は，木号の45ページに褐戦しています。［編集部］

林業技術第693号、IzIji11年l2j]1011発向

編集発行人弘'|』義夫印刷所株式会社太平社

発行所社団法人i1本林業技術協会。

〒102-0085東京者|汗代田!X六番I1117TELO3(3261)5281(代）
振替0013()-8-6()C148番FAX()3(3261)5393(代）

【URL]http:"www.jade・dti.nejp/.tjafta

日林協OB集合〃

平成11年11月11日，麻布グリー
ン会館(東京)で第4回｢日林協けや
き会」（日林協退職者の会）が催さ
れ，現役鐵員も交え|日交を温めた。

RINGYOGIJUTSU

JAPANFOREST

publishedby
TECHNICALASSOCIATION

TOKYOJAPAN

〔普通会鷲3,500円・学生会溌2,500円・終身会餅(側ﾉJ30,000円〕

④－林業技術No.6931999.12



いま求められている里山林の保全と管理

技術的知識と最新情報を解説

楓

Q&A方式

且林ハンドブック』『里山
一保全と利用の手引き－

●イラストと写真で里山林づくりの実践的なノウハウが一目でわかります。

●道具の扱い方や調査のしかた、組織運営のしかたなど、幅広く実用的な内容に

なっています。

‘強星岫ﾊﾌ゙阿
孫篭と剥鐙鰯穿割霞

ﾂク林進（岐阜大学教授）

木文化研究所

林野庁／（社）国土緑化推進機構

A5判200頁

入門編・計画編・基本技術編・

作業編①．作業編②．利用編・

サポート編の7編構成

2,000円（消費税込み、送料210円）

1999年11月上旬

森と木と人のつながりを考える

◆監

◆編

◆協

◆規

◆内

修
集
力
格
容 旧泌

.､葺示一
林遼監修
木文化研究所綴

◆定価

◆発行日

◆発行所
㈱日本林業調査会
〒162-()845

新術区『17ケ谷本村町3－26
ホワイトレジデンス'lF
Tel;03-3269-3911

I?ax;033268-5261

撫辨響畠

■■重■■■■■■■■軍■■■■■■嬢■皿■■■■蛾■軍竃■■■■■■■■扇■函■竃■盛■■■軍■塑薦■■■■■摩■

部申し込みます。「Q&A里山林ハンドブック」を

（お名前）

（お届け先）

(電話番号）
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’
明治大学農学部教授＝藤沢和・角田幸彦・井川憲明・渡辺直道／共著

A5判/348頁/本体価格4,200円(税別)/〒340

紫観とは何か。於観の定義は一種の作業仮説であって，卜人十色である。例えば‘眼前に広がる場所の
独特な雰|川気”とする人もいるし，‘‘人類の行動の軌跡を芙的に兇たさま”とする人もいる。ではよい
紫槻とは1i'iか。“あるべきものがあるべきところにあるべき11tあること､’との説がある。さて，こうし
て紫槻の災，剛，良し，悪しによって，人の心は閉ざされたりIMかれたり，またいらつかされたりもす
る。紫棚側魑は,I:1然の摂理と人間の心との対締|典1係にある。イ終ill:は，専門分鮮の異なる4漁が，今l･1
の紫観悪化に燕起し．環境間漣を兇据えながら景観からｲIW策を発兄しようとしたものである。拶究し
た維果をここでiﾘlらかにし，社会の読者と対話することによって，灘なる景観環境を耀備し充実を図ろ
うと願ったものである。

１
１
１

１
１
１

現代林学講義9森林測量学
東京農業大学教授西尾邦彦/著
5判/136頁/本体2,800円(税別)/〒310

森林現代林

農学博士須藤彰司/著
A5判/556頁/本体4,500円(税別)/〒380 A

森林 林 ｡山村問題研究入門業 寸●

一持続可能な森林経営の推進一
森林基本計画研究会/編

A5判/440頁(カラー口絵8頁)/本体3,900円(税別)/〒340

船越昭治/編著
A5判/368頁/本体2,800円(税別)/〒340

治山・砂防工法特論、●

感聰騨灘#｡碓鴛撰層
A5判/240頁/本体2,913円(税別)/〒310

静岡大学農学部教授陶山正憲/著
A5判/250頁/本体3,200円(税別)/〒310

掴

野生動物との共存 実用新案登録済

シカ・カモシカ・ウサギ・ネズミ

食害完全防止
☆下""軽減。

☆誤茂防止。

☆根曲がりを防ぐ。

☆雪起こしも不要

☆スギ．，ヒノキ・広葉樹の成長を泥進。
☆治山‘砂防事業に普及。
☆ダイオキシンが発生しない

ポリフセ7ピレン製。
型

両

挑蛎k認蛎欝
輔#仙郷細"久岬M久剛II町佐山西ﾉいl<)-lu45ﾌｧﾐﾘーピﾙ3，

．1，E1.0774-‘16-1351（代）FAX()774-48-1005
鮒熱部鞭jf
〒l01･0052!I球部千代lⅡ慨神Ⅲ小川町3-28界純航ピル3()2

Tm'03.鑓59-9510FAX()3-5259-9720
lj:典はlil'l椛後3fFI1のヒノキ（チューブの長さ1.41m)

禦地鮒蕊京:赤坂 〒107-0052東京都港区赤坂4-3-5/振替00120-9-195298
丑03-3585-0087㈹/FAXO3-3589-2902

一
コ

零 …研調刑罰－

|■

新訂増補南洋材

21世紀を展望した森林･林業の長期ピジｮﾝ

応用山地水文学

ヘキサチユーブ
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｡線長。’
C@mputer師邑棚ly.

篭.率……":ッｲSi”釘虹ﾉlMXβ

測る
あらゆる図形の座標・面積・線長（周囲長）。辺長を

’
一 圧倒的なコストパフォーマンスで簡単に同時測定できる外部出力付の

測
定
ツ
ー
ル
の
新
し
い
幕
開
け
ス
ー
パ
ー
ブ
ラ
ニ
ク
ス
に
β
（
ベ
ー
タ
）
登
場
。

検査済み±0.1％の高精度
学真はスーパーブラニクスβの隙準タイプ

スーパーブラニクスβは､工場出荷時に厳格な検査を施して

いますので､わずらわしい誤差修正などの作業なしでご購入

されたときからすぐ±0.1％の高精度でご使用になれます。

使いやすさとコストを
’ ’コンビユタフレンドリィなオプションツール

追及して新発売！
16桁小型プリンタ、RS232Cインターフェイスケーブル、

ワイヤレスモデム､キーボードインターフェイス､各種専用

プログラムなどの充実したスーバーブラニクスαのオプショ

ンツール群がそのまま外部出力のために使用できます。

スーパープラニクスβ(ー ﾀ）

や外部出力付ヰ
標準タイプ･…・・

プリンタタイプ

￥160．000

￥192.000 ’ ’
測定操作が楽な直線補間機能とオートクローズ機能

r豊富な機能…-バープﾗﾆｸｽ
の最高峰スーパープラニクスα(ｱﾙﾌｧ）

スーバーブラニクスαは、座標、辺長線長、

面積、半径、図心、三斜（底辺、高さ、面積）、

角度（2辺長、狭角）の豊富な測定機能や、．

‘ンピュータの端末デジタイザを実現する外部出

I力を備えた図形測定のスーパーディバイスです。

、
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｜日林協の話題の本巳 の の
■前橋営林局(現･関東森林管理局)編

オオタカの営巣地における
森林施業-生息環境の管理と間伐等における対応一
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■A4判･152頁･カラー図版■定価（本体4000円十税）

●人工林や二次林に営巣することの多い猛禽類の特徴等をまとめ、どなたでも種を絞り込
めるように識別点を解説／

●より多くの野生生物の生息環境を生み出すような人工林の管理について解説／

●英・米でのオオタカ生息地管理法を紹介しながら、わが国における林分管理方法を検討
●間伐を中心に、実際に施業を実施する際に注意すべきことをマニュアル化／

第1章人工林・二次林に生息する猛禽類の一般的生態オオタカ／ハイ
〈執筆者〉タカ／ツミ／ハチクマ／サシバ／ノスリ／比較となる種一‘－－－，一一〆グマグ一一ダダU〆一、〆一一〃b〃〆〆、一グー…ーマーーa＝

石塚森吉（森林総合研究所物質生産研究室長）第2章人工林等の管理について林分管理・林分配置の基本的な考え
遠藤孝一（日本野鳥の会栃木県支部副支部長。

方／オオタカ生息地における林分管理・林分配置
オオタカ保護墓令事務局長）

第3章畜噌認讓勇落艦蕊,蕊妻夢鶉鰻臨塁蕊症驚重種鑿薙驫驚蕊魏由井正敏（現・岩手県立大学総合政策学部教授。
環境の整備 前。森林総合研究所東北支所保護部長）

参考資料検索チャート／飛翔時の注目点／レッドリストとレッドデータ
ブックのカテゴリー定義／参考文献

度管理図
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林野庁監修（待望の復刻･全22図／解説書付）

●昭和53～62年にかけて製作された『人工林林分密度管理図』－
スギ､ヒノキ､アカマツ､カラマツ､広葉樹(ﾅﾗ類.クヌギ)の5樹橦を■各図A4シート・

ホルダーケース入
対象として地域別に作られ(全22図)､わが国の森林整備における

（解説書付）
基礎的技術資料としてさまざまな分野で使用されていますb特に

間伐の実行に有力な判断材料を提供します｡■定価(セット価格)(本体2000円十税).〒料別

開発援助に携わる人々の必読書。授業教材としても高い評価。
関係国でも多くの翻訳一一待望の日本語版登場／ 国内各地を訪ね歩いた女性号
マイケル．M･チェルネア編／“開発援助と人頬学”勉強会‘沢 海外から訪れる人たちのために書かれ，

開発は誰のためにⅢEFDRESTS
JoSASSE

●援助の社会学･人類学● オーストラリアビクト

PuttingPeOpleFirStsoci(II(,gica1vfiriablesi,,Ruri,11)evelopn,e,,l 省・林木技術センター主

B5変型80頁定価
〈本書の構成〉
〔社会学.人類学の知識と開発プロジェクト〕（第1章）〈本書の1
〔実施プロジェクトのさまざまな局面とその検討〕（第2～11章）日本の自然．動植物。
灌澱プロジェクト／入植および住民移転プロジェクト／畜産プロジェクト／日本の森林の歴史。所有）
漁業プロジェクト／林業プロジェクト／農村道路プロジェクト日本の人工林。木材（
〔プロジェクトの評価．受益者の参加・社会データの収集〕（第12～14章）参考文説日本産樹種

B5判,408頁，定価(本体3500,円十税）
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国内各地を訪ね歩いた女性フォレスターの眼で、

海外から訪れる人たちのために書かれた日本の森林・林業ガイド。

昌川ESTS&JAPAN
JoSASSEジョー.サッセ
オーストラリアビクトリア州天然資源環境
省･林木技術センター主任研究員。農学博士

B5変型80頁定価(本体10001円十税）

〈本書の構成＞
日本の自然・動植物。森林帯とその特徴。
日本の森林の歴史。所有形態・管理・法体制等。
日本の人工林。木材の需給。木材産業。
参考文説日本産樹種呼び名対照表など。
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森林の地理情報システム(GIS)はここまで来ている／各界に大きな反響ノ好評発売中/

森林GIS入門:頚篭蕪驫介
一これからの森林管理のために一新しい時代の森林管理．森林情報とは。

まで会事業部
X,03-3261-3044
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業本林業技業 術協求めは……社団法人日
〒102-0085束京都千代田区六番町7
画垂の径圭湿､f＋＝全．皿錨。4基針牛．麺

お
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日林協の〈刊行物・ビデオ・物品等の総合目録〉が出来ました。ご利用ください（事業部）
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